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変わる国、動く人々



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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修行のために朝の町を歩
く尼僧の少女。変化の真
っただ中にあるミャンマー
は、彼女たちが大人になる
ころにはどのような姿を見
せてくれるのだろうか

母のまなざし　ウガンダ
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通
り
に
ひ
し
め
く
車
、
カ
ラ
フ
ル
な
布

を
身
に
ま
と
っ
て
歩
く
人
々
。
そ
の
先
に

は
円
す
い
型
の
黄
金
の
塔
が
そ
び
え
立

ち
、
神
々
し
い
光
を
放
っ
て
い
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
最
大
の
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
。
ま
さ
に

今
、
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
〝
ホ
ッ

ト
な
街
〞
だ
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
最
近
、
日
本
で
も
そ
の

名
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
現
れ
か
、
こ
の
４
月
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
氏
の
来
日
は
、
国
内
に
〝
ミ

ャ
ン
マ
ー
旋
風
〞
を
巻
き
起
こ
し
た
。
連

日
の
よ
う
に
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ

せ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
な
ぜ
今
、
こ
の
国
が
こ
こ
ま
で
注
目
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
１
９
８
８
年
に
社
会
主
義
政
権
か
ら
軍

事
政
権
に
移
行
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
国

際
社
会
と
距
離
を
置
き
、
国
民
は
厳
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

民
主
化
を
訴
え
続
け
た
の
が
ア
ウ
ン
・
サ

ン
・
ス
ー
・
チ
ー
氏
。
１
９
９
１
年
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
が
、
そ
の
人
生

は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の
と
は
言
え
ず
、

自
宅
軟
禁
を
幾
度
と
な
く
強
い
ら
れ
た
。

　
約
20
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
軍
事
政

権
―
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
そ
の
状

況
は
一
変
す
る
。
２
０
１
０
年
の
大
統
領

選
挙
を
経
て
、
翌
年
、
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン

大
統
領
に
よ
る
新
政
権
が
発
足
。
す
さ
ま

じ
い
勢
い
で
民
主
化
へ
の
歩
み
を
進
め
て

い
る
の
だ
。

激
動
の
国
に
生
き
る
人
々

ミャンマー最大の都市ヤンゴン。交差点の中心にはパゴダ（仏塔）、周辺には高層ビルと古い建物が入り混じっている

アジアの最後のフロンティア。
そう称され、世界中から注目を集めている国がある。
長年の軍事政権を経て、民主化への道を歩み出したミャンマー。
新たな国づくりに向けて、未知なる可能性にあふれた国が今、
ついにそのベールを脱いだ。

特 集

変わる国、動く人々
新たな国づくりに向けて、未知なる可能性にあふれた国が今、
ついにそのベールを脱いだ。
編集協力：工藤年博　独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所 主任調査研究員
写真（P7コラムを除く）：谷本美加
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マンダレー

英国領インドに併合
「ビルマ連邦」として英国より独立
軍事クーデターによる社会主義政権樹立
民主化デモにより社会主義政権崩壊
国名を「ミャンマー連邦」に改名
アウン・サン・スー・チー氏率いる国民民主連盟（NLD）が圧勝するも、
政権移譲は行われず
08年に成立した新憲法に基づき総選挙を実施
テイン・セイン大統領による新政権が発足。国名を「ミャンマー連邦
共和国」に変更
NLDが議会補欠選挙で大勝利

1886年
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1962年
1988年
1989年
1990年
　
2010年
2011年

2012年

　
ア
ジ
ア
の
〝
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〞。

今
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
、
そ
の
動
向
が
、
世
界
各
国
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
の
だ
。「
２
０
１
２
年
、

現
職
の
米
大
統
領
と
し
て
初
め
て
、
オ
バ

マ
大
統
領
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
率
先
し
て
進
め
て
き
た
経

済
制
裁
を
ア
メ
リ
カ
が
緩
和
し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
、
国
際
社
会
に
与
え
た
イ
ン

パ
ク
ト
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
」。
そ
う
話

す
の
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

の
工
藤
年
博
・
主
任
調
査
研
究
員
。
２
０

０
０
年
か
ら
現
地
に
３
年
間
駐
在
し
、
そ

の
後
も
こ
の
国
の
動
き
を
追
い
続
け
て
き

た
彼
は
「
本
格
的
な
改
革
が
始
ま
っ
た
」

と
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
面
積
は
日
本
の
約
１
・

８
倍
、
人
口
は
約
６
０
０
０
万
人
。
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
５
カ
国
と
国
境
を
接
し
、
東
南
ア

ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
重
要
な
位
置

付
け
だ
。

　
人
口
の
約
７
割
は
ビ
ル
マ
族
、
そ
の
ほ

か
に
、
約
１
３
０
の
少
数
民
族
が
こ
の
地

に
暮
ら
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
実
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
〝
宝
の
山
〞。

天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
は
東
南
ア
ジ
ア
第
３

位
、
肥
よ
く
な
土
壌
に
も
恵
ま
れ
、
人
口

の
約
７
割
が
農
業
に
従
事
す
る
。

　
そ
ん
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
注
目
し
て
い
る
の
が
、
世
界
各
国
の
企

業
だ
。
日
本
に
つ
い
て
も
し
か
り
。
同
じ

〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

優
秀
で
安
価
な
労
働
力
へ
の
期
待
は
高
い
。

「
昨
年
か
ら
多
く
の
日
本
企
業
が
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
調
査
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
〝
第
２
の
ベ
ト
ナ
ム
〞。
日
本
の
成

長
戦
略
に
と
っ
て
も
、
企
業
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
進
出
は
一
つ
の
カ
ギ
と
な
る
は
ず
」
と

工
藤
さ
ん
は
分
析
す
る
。

　
し
か
し
長
年
の
軍
事
政
権
は
、
未
来
に

進
も
う
と
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
影
を
残
し

た
。
今
後
、
民
主
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、
そ
し
て
、
こ
の
国
の
経
済
発

展
を
ど
う
着
実
に
実
現
し
て
い
く
の
か
―
。

こ
の
国
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
々
が
、
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
で
の
道
の
り
は
長

い
。
国
際
社
会
に
扉
を
開
い
た
今
、
他
国

と
の
効
果
的
な
連
携
も
不
可
欠
だ
。

　
そ
こ
で
ま
ず
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
国
づ
く
り

の
柱
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
だ
。
港
や
橋
、
道
路
な

ど
の
運
輸
・
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
水
道
、
電
気
な

ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
海
外
の
企
業
も
投
資
を
足
踏
み
し
て
し
ま

う
。
そ
し
て
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
が
人
材
育

成
。
識
字
率
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
だ
が
、
組
識
を
支
え
る
中
間
層
が
育
っ

て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
投

資
関
連
の
制
度
整
備
、
少
数
民
族
に
対
す
る
支

援
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多
い
。日
本
は
、

共
に
成
長
す
る
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
と
な
る
べ
く
、

政
府
、
民
間
企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
総
力
を
挙

げ
て
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　〝
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〞
と
し
て
そ
の
力

を
発
揮
し
う
る
の
か
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て

は
、
こ
の
数
年
が
勝
負
か
も
し
れ
な
い
。
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ミ
ャ
ン
マ
ー
に
秘
め
ら
れ
た

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

国
づ
く
り
を
後
押
し

現在のティラワ港。
貨物の輸送能力の
強化に向け、新しい
港の整備を計画中

June 2013                         06

首都 ： ネピドー
面積 ： 約68万㎢（日本の約1.8倍）
人口 ： 約6,242万人
言語 ： ミャンマー語
宗教 ： 仏教、キリスト教、イスラム教など
主要産業 ： 農業
1人当たり国内総生産（GDP）： 832ドル
実質GDP成長率（2010年） ： 5.43%
ASEAN加盟年 ： 1997年

ミャンマーDATA

托鉢に向かう僧侶

川で洗濯をする女性。地方では
家事はまだ手作業が多い

ヤンゴンのシンボル、シュウェダゴン・パゴダ

田舎町から都
市に出てきて
寄付を集める
少年たち

事前検閲制度がなく
なり、政府批判も含
めさまざまな見解が
新聞に掲載されるよ
うになった

南アジアの中でも勤勉で優秀な人材が多いと
いわれるミャンマー。約6,000万人という市場

規模は大きな魅力だ。しかし実際、ミャンマーへの進出
を足踏みしている企業が多い。その原因の一つが、交
通や電力などのインフラの未整備だ。
　そこで今、企業の拠点となる工業団地を整備する
一大プロジェクトが動き出した。舞台は、ヤンゴンから
南へ約23キロ、約2,400ヘクタール（東京ドーム約
513個分）の「ティラワ経済特別区（SEZ）」。ミャンマ
ーと日本の政府機関、企業などがタッグを組み、発電
施設や変電所の建設、貨物輸送を担う港や道路の
整備、上下水道の開発などが計画されている。工場
やオフィスなどのスペースに加え、生活インフラとして、
学校や病院、住宅、商業施設も建設し、2015年には
一部区域が完成予定だ。
　「企業が入ってくれば雇用が生まれ、国民の生活向
上にもつながる。海外の技術や経営ノウハウを学ぶこ
ともできて一石二鳥」と現地での期待も高い。日本と
ミャンマー、SEZの開発に向けて、共に歩みを進めて
いく。

ヤンゴン郊外に
経済の拠点が誕生！

東

００８年５月初旬、ミャンマー南西部を襲ったサイクロン「ナル
ギス」。死傷者、行方不明者は合わせて約14万人、同国史

上最大規模の自然災害となった。これを受け、ＪＩＣＡも国際緊急援
助隊医療チームを派遣。緊急支援、復旧・復興の各段階において、
国内外の支援が最大限活用された。
　そしてこれを機にミャンマーでは、災害への備え、災害に強いまち
づくりを強化しようという動きが出てきた。特に災害医療の分野で
は、広域医療支援の体制や医療施設の整備、災害医療に従事す
る人材の育成が急務だった。
　この悲劇を二度と繰り返さないために―。ミャンマーの医療関係
者6人はその思いを胸に、大阪の千里救命救急センターとＪＩＣＡ関
西が協働で実施した災害医療研修に参加。「ナルギスの時は、救
われるべき命が救えずくやしい思いをした。阪神・淡路大震災を経験
した地域での研修は、実践的でとても勉強になった」とヤンゴン総合
病院のタンチョー医師。帰国後は日本で学んだノウハウを同僚と共
有すべく、緊急医療の研修や救急隊員の養成、災害後のこころの
ケアを担当するカウンセラーの育成に取り組んでいる。
　もしもの災害に備えて、ミャンマーにまかれた日本の技術の種が、
現地で少しずつ芽を出し始めている。

日本の大災害の経験に学ぶ

2

ミャンマーの歩み

千里救命救急センター
で研修を受けるミャン
マーの医師

修行中の尼僧たち

都市に残る伝統的な移動式屋台



　
数
年
前
に
は
、
ま
さ
か
こ
の
国
を
訪

れ
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。
軍

事
政
権
下
で
人
々
は
抑
圧
さ
れ
、
経
済

制
裁
の
た
め
に
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て

い
る
―
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
た

ま
ま
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の
都
市
ヤ
ン

ゴ
ン
に
降
り
立
っ
た
。

　
乾
期
が
終
わ
り
か
け
た
４
月
末
、
日

中
の
気
温
は
約
40
度
。
あ
ま
り
の
日
差

し
の
強
さ
に
、
少
し
動
く
だ
け
で
汗
だ

く
に
な
る
。

　
市
街
地
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
統
治

時
代
の
古
め
か
し
い
建
物
が
あ
ち
こ
ち

に
見
え
る
。
露
店
に
並
ぶ
色
と
り
ど
り

の
野
菜
、
魚
、
肉
。
道
路
脇
で
は
仕
立

て
屋
の
青
年
が
ミ
シ
ン
を
踏
み
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
若
い
女
性
が
伝
統
衣
装
の

ロ
ン
ジ
ー
を
売
っ
て
い
る
。

　
街
中
を
歩
い
て
い
て
、
ふ
と
ア
パ
ー

ト
を
見
上
げ
る
と
、
窓
か
ら
お
じ
い
さ

ん
が
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。
目
が
合
う

と
、
誰
も
が
柔
ら
か
い
笑
顔
を
向
け
て

く
れ
る
。
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
て
も
、

彼
ら
は
し
な
や
か
に
、
た
く
ま
し
く
、

そ
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
、
人
々
の
穏
や
か
な
生

活
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
今
、
こ
の
国
に
大
き
な
変
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
２
０
１
１

年
に
新
政
権
が
発
足
し
、
新
し
い
国
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
一
路
、
南
東
へ
と
車

を
走
ら
せ
る
。
目
指
す
の
は
カ
レ
ン
州

の
州
都
パ
ア
ン
だ
。

　
カ
レ
ン
州
は
、
こ
の
国
を
構
成
す
る

約
１
３
０
の
少
数
民
族
の
一
つ
、
カ
レ

ン
族
の
人
々
が
多
く
暮
ら
す
地
域
。
独

自
の
文
化
や
言
語
を
禁
止
さ
れ
る
な
ど

弾
圧
を
受
け
、
政
府
と
武
装
勢
力
の
カ

レ
ン
民
族
同
盟
（
Ｋ
Ｎ
Ｕ
）
が
60
年
以

上
も
対
立
し
て
き
た
。
そ
の
状
況
が
今
、

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
走
り
続
け
て
い
る
と
、
地
平
線
が
見

え
る
ほ
ど
一
面
の
平
野
だ
っ
た
景
色
が

次
第
に
変
わ
り
、
遠
く
に
山
々
が
見
え

て
き
た
。
約
５
時
間
か
け
て
た
ど
り
着

い
た
パ
ア
ン
で
、
株
式
会
社
レ
ッ
ク
ス
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
橋
本
強
司
さ

ん
と
合
流
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

首
都
カ
ブ
ー
ル
の
都
市
開
発
を
は
じ

め
、
長
年
、
国
際
協
力
に
携
わ
っ
て
き

た
専
門
家
だ
。

　「
２
０
１
２
年
、
少
数
民
族
の
武
装

勢
力
の
中
で
も
最
大
規
模
の
Ｋ
Ｎ
Ｕ
が

政
府
と
停
戦
に
合
意
し
た
こ
と
は
、
国

が
一
つ
に
ま
と
ま
る
大
き
な
一
歩
」
と

橋
本
さ
ん
。
カ
レ
ン
族
の
人
々
は
、
政

府
と
Ｋ
Ｎ
Ｕ
と
の
戦
闘
に
巻
き
込
ま

れ
、
村
が
焼
き
払
わ
れ
た
り
強
制
労
働

を
さ
せ
ら
れ
た
り
と
、
残
酷
な
経
験
を

し
て
き
た
。
タ
イ
に
逃
れ
、
国
境
近
く

に
９
カ
所
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら

す
人
は
約
14
万
人
も
い
る
。
生
ま
れ
育

っ
た
土
地
を
離
れ
、
国
内
の
別
の
地
域

に
避
難
し
て
い
る
人
は
40
万
人
と
も
い

わ
れ
る
が
、
正
確
に
は
分
か
っ
て
い
な

い
。

　「
こ
の
地
域
は
こ
れ
ま
で
政
府
の
統

特集 ミャンマー
変わる国、動く人々

タイの難民キャンプからミャンマーに帰ってきた
親子。家には家財道具がほとんどない

どのような開発が必要か、パインチョンの役場で行政官から情報を集める橋本さん（左手前から3人目）

いつでもどこでもミャンマー
の人々は柔らかい笑顔を
向けてくれた

誰もが安心して暮らせる祖国に

写真（P10右上・右下、P11下2枚以外）：谷本美加

誰もが安心して暮らせる祖国に
成長の裏側にある葛藤―。

長年にわたり、政府と少数民族の武装勢力が対立してきたミャンマーに、
今、和平への光が差し始めた。

その現状を確かめるため、変化の渦中にある現地へと飛んだ。

カレン州
モン州

パアン
ヤンゴン

パインチョン

タイ

メラ難民キャンプ

ミャンマー

シャン州

止
ま
っ
た
時
間
が

動
き
出
し
た

す
べ
て
の
人
の
声
を
取
り
入
れ
た

開
発
の
た
め
に
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治
が
及
ば
ず
、
道
路
を
は
じ
め
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
停
戦
合
意

に
よ
り
少
し
ず
つ
治
安
が
安
定
し
て
き

た
今
、
ど
う
開
発
し
て
い
く
か
、
難
民

や
国
内
避
難
民
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
も

踏
ま
え
た
計
画
が
必
要
で
す
」
と
橋
本

さ
ん
は
話
す
。
彼
を
リ
ー
ダ
ー
に
約
20

人
の
専
門
家
チ
ー
ム
が
パ
ア
ン
に
拠
点

を
置
き
、
カ
レ
ン
州
と
隣
の
モ
ン
州
を

合
わ
せ
た
南
東
部
一
帯
の
開
発
に
向
け

て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
政
府
側
、
そ

し
て
少
数
民
族
側
の
人
々
の
〝
生
〞
の

声
を
聞
く
た
め
だ
。

　
こ
の
日
は
パ
ア
ン
か
ら
車
で
３
時
間

ほ
ど
の
パ
イ
ン
チ
ョ
ン
へ
。
タ
イ
国
境

側
に
あ
る
メ
ラ
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
近

く
、
多
く
の
難
民
が
再
定
住
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
場
所
だ
。

　
砂
ぼ
こ
り
を
上
げ
、
舗
装
さ
れ
て
い

な
い
道
を
進
む
。
車
は
上
下
左
右
に
揺

れ
、
捕
ま
っ
て
い
な
い
と
頭
を
ぶ
つ
け

そ
う
だ
。「
こ
れ
で
も
こ
の
３
カ
月
で

だ
い
ぶ
整
備
さ
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
橋

本
さ
ん
は
言
う
。

　
パ
イ
ン
チ
ョ
ン
の
役
場
に
着
く
と
、

農
業
、
教
育
、
保
健
医
療
、
給
水
、
警

察
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
担
当
す

る
行
政
官
た
ち
が
20
人
ほ
ど
集
ま
っ
て

い
た
。

　「
水
は
ど
う
や
っ
て
確
保
し
て
い
ま

す
か
？
」

　「
井
戸
で
ま
か
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
で
す
ね
」

　「
作
物
の
出
来
は
ど
う
で
す
か
？
」

　「
コ
メ
は
自
分
た
ち
の
消
費
分
は
生

産
で
き
て
い
ま
す
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ゴ
マ
も

栽
培
し
て
い
ま
す
が
、

収
入
源
に
な
る
ほ
ど
の

量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
こ
の
よ
う
に
、
人
々

の
〝
声
〞
を
聞
い
て
い

く
。「
レ
ン
ガ
を
一
つ
一

つ
集
め
、
積
ん
で
、
家

を
建
て
て
い
く
よ
う
な

も
の
。
全
体
像
を
常
に

見
据
え
て
、
開
発
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
い
て

い
き
ま
す
」。
30
年
に

わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

開
発
途
上
国
で
開
発

計
画
づ
く
り
を
支
援
し

て
き
た
橋
本
さ
ん
の
言

葉
は
力
強
い
。

　「
日
本
の
専
門
家
の

皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
と
共
に
よ
り
良
い

計
画
を
つ
く
ろ
う
と
支
援
し
て
く
れ

る
。
こ
う
し
て
定
期
的
に
話
す
こ
と
は
、

課
題
を
見
つ
け
た
り
新
し
い
情
報
を

共
有
で
き
る
良
い
機
会
で
す
」
と
パ
イ

ン
チ
ョ
ン
の
行
政
官
た
ち
も
話
し
て
く

れ
た
。

　
役
場
の
近
く
に
は
、
高
床
式
の
家
が

並
ぶ
地
区
が
あ
る
。
近
づ
い
て
み
る
と
、

大
き
な
木
の
下
で
涼
む
女
性
た
ち
の
姿

が
―
。
メ
ラ
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
最
近

帰
っ
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
家
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
支
援
で
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。

　「
キ
ャ
ン
プ
に
い
た
の
は
２
年
間
。
も

う
戦
闘
の
心
配
が
な
い
と
聞
い
て
帰
っ

て
き
た
の
。
こ
こ
に
残
っ
て
い
た
親
族

と
携
帯
電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
い
た
か

ら
」

　「
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
電
気
も
水
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
あ
っ
た
け
ど
、
外

に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
不
便
な

こ
と
も
多
い
け
ど
、
自
由
が
あ
る
。
帰

っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」

　
そ
う
言
っ
て
彼
女
た
ち
は
笑
顔
を
見

せ
る
。

　
家
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
と
、
家
具
も

な
く
、
が
ら
ん
と
し
て
い
た
。「
タ
イ

へ
逃
げ
た
と
き
は
着
の
身
着
の
ま
ま
だ

っ
た
か
ら
、
何
も
持
っ
て
い
な
い
の

よ
」。
こ
こ
に
住
む
ノ
ー
ポ
ー
エ
イ
さ

ん
か
ら
、
そ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
夫
は
農
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
け

ど
、
定
職
が
見
つ
か
ら
な
く
て
。
自
分

の
土
地
を
持
っ
て
農
業
が
で
き
た
ら
い

い
の
だ
け
ど
…
。
将
来
が
不
安
で
す
」。

　
そ
う
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
も
、
以

前
と
ま
っ
た
く
同
じ
生
活
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
彼
ら
が
生
活
を
立
て
直

せ
る
よ
う
、
イ
ン
フ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、

仕
事
も
必
要
だ
。
こ
の
地
域
で
盛
ん
な

ゴ
ム
栽
培
を
地
場
産
業
に
育
て
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。
ど
う
実
現
さ
せ

て
い
く
か
、
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
だ
。

　
橋
本
さ
ん
と
共
に
調
査
に
参
加
す
る

金
田
め
ぐ
み
さ
ん
は
、「
地
方
に
行
く

に
は
、
い
つ
も
移
動
許
可
や
警
察
の
先

導
が
必
要
で
す
。
自
由
に
動
け
ず
、
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
カ
レ
ン
の
〝
普
通
〞
の
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
少
し
で
も

役
に
立
ち
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
所
変
わ
っ
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
北
東

へ
車
で
約
10
時
間
。
J
I
C
A
草
の
根

技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、
シ
ャ
ン
州

で
少
数
民
族
支
援
に
取
り
組
む
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
る
。
佐
賀
県
を
拠
点
に
活

動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
市
民
の
会

（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
だ
。

　
同
州
に
拠
点
を
持
つ
パ
オ
族
の
武
装

勢
力
は
、
１
９
９
１
年
に
政
府
と
停
戦

に
合
意
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
に
は
ほ

か
に
も
複
数
の
民
族
が
暮
ら
し
て
い

る
。
そ
の
一
つ
、
シ
ャ
ン
族
の
武
装
勢

力
と
政
府
と
の
対
立
が
続
い
て
い
た
た

め
、
道
路
や
給
水
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も

学
校
の
建
設
も
進
ま
ず
、
山
が
ち
と
い

う
地
理
的
条
件
も
相
ま
っ
て
、
他
州
と

比
べ
る
と
開
発
が
遅
れ
て
い
る
。

　
現
地
に
駐
在
す
る
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
柴
田
京

子
さ
ん
は
、「
最
初
に
パ
オ
族
の
リ
ー

ダ
ー
か
ら
〝
モ
ノ
で
は
な
く
技
術
を
教

え
て
ほ
し
い
〞
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
貧

し
く
て
も
誇
り
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の

足
で
歩
も
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
柴
田
さ
ん
ら
は
、
こ
の
地
域

の
人
々
の
約
９
割
が
従
事
す
る
農
業
に

目
を
付
け
た
。
化
学
肥
料
や
農
薬
を
正

し
く
使
え
ず
に
生
産
性
が
落
ち
て
し
ま

い
、
ま
た
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
作
物
も

仲
買
人
に
安
く
買
い
た
た
か
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
ま
ず
は
研
修
を
通
じ
て
、
有
機
肥
料

で
麦
や
大
豆
、
コ
メ
な
ど
を
栽
培
す
る

方
法
を
指
導
。〝
有
機
栽
培
〞
と
い
う

付
加
価
値
を
付
け
、
高
い
価
格
で
販
売

す
る
た
め
だ
。
さ
ら
に
、

共
同
組
合
を
組
織
し
、
作

物
の
共
同
出
荷
・
販
売
を

進
め
て
い
る
。

　「
現
地
の
人
々
の
努
力
の

か
い
あ
っ
て
、
収
穫
量
は

徐
々
に
増
え
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
や
宅
配
な
ど
、

独
自
の
販
売
ル
ー
ト
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
モ

デ
ル
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
国

に
広
げ
、
他
の
少
数
民
族
、

そ
し
て
す
べ
て
の
農
家
の

生
計
向
上
に
つ
な
げ
た

い
」。
そ
う
柴
田
さ
ん
は
展

望
を
語
る
。

　
帰
る
家
が
あ
り
、
仕
事

を
持
ち
、
家
族
と
共
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
。

「
こ
こ
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
て

幸
せ
」。
民
族
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
人
が
そ
う

思
え
る
よ
う
に
―
。
こ
の

国
の
輝
く
未
来
の
た
め
、

一
歩
一
歩
、
人
々
は
前
を

向
い
て
進
ん
で
い
る
。

夫と７人の子どもがいるノーポー
エイさん。「生活は大変だけど、
家族や親せきに会えたから帰っ
てきてよかった」

タイ側に位置するウムピエンマイ
難民キャンプ。キャンプで生まれ
た世代も多い

パインチョンで出会った難民キャン
プから帰ってきた人々。ここ１年で
増加しているが、正確な人数は把
握されていない

行政官から聞き取り調査をする金田さん（右端）。「人々とじかに接するまさに“現場”での
仕事なので大変ですが、とてもやりがいがあります」

シャン州でTPAが支援するパオ
族の人々。研修で有機肥料の
つくり方を学ぶ

共同組合の仕組みを説明する
ＴＰＡの柴田さん（左奥）。「共同
で出荷量を管理・販売する仕組
みを理解してくれる人が増えてう
れしい」

特集 ミャンマー
変わる国、動く人々

有
機
農
業
で

人
々
の
生
活
を
変
え
る

人
々
の
真
実
の
声
を

聞
き
た
い
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現
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

社
会

金
融
の
近
代
化
で

経
済
発
展
を
引
っ
張
る

　
こ
の
効
率
の
悪
さ
は
、
企
業
活
動
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。「
ミ
ャ
ン
マ

ー
は
新
た
な
投
資
先
と
し
て
日
本
企
業

の
関
心
が
高
く
、
こ
こ
１
年
で
約
４
０

０
社
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

電
気
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
不
足
に

加
え
、
金
融
機
能
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
へ
の
不
安
か
ら
、
現
実
的
に
進
出
を

考
え
て
い
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
ょ

う
」
と
野
中
さ
ん
は
話
す
。

　
市
場
経
済
化
が
進
み
、
海
外
か
ら
の

投
資
も
増
え
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
お
金
の

流
れ
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
。
現
金
取

引
か
ら
電
子
決
済
へ
、
手
作
業
か
ら
自

動
処
理
へ
の
転
換
が
必
要
だ
。
そ
う
す

れ
ば
、
銀
行
間
、
企
業
間
の
資
金
決
済
、

調
達
や
運
用
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
る
。
金

融
セ
ク
タ
ー
の
近
代
化
―
。そ
れ
こ
そ
、

経
済
発
展
の
カ
ギ
な
の
だ
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
５
つ
の
国
営
銀
行

と
21
の
民
間
銀
行
が
あ
る
。
そ
の
中
で

最
も
〝
ア
ナ
ロ
グ
〞
と
言
わ
れ
て
い
る

の
が
、
日
本
で
は
日
本
銀
行
に
当
た
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
銀
行
だ
。

　
中
央
銀
行
の
役
割
は
、
い
わ
ば
民
間

の
銀
行
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
。
日
本
銀
行
は

「
日
銀
ネ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
国
内

の
銀
行
を
専
用
の
通
信
回
線
で
つ
な
い

で
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
取
引
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
処
理
さ
れ
、
大
量
か
つ
瞬
時

の
決
済
が
可
能
に
。
銀
行
間
で
お
金
の

特集 ミャンマー
変わる国、動く人々

や
り
取
り
が
で
き
る
。
し
か
し
ミ
ャ
ン

マ
ー
中
央
銀
行
に
は
、
国
内
の
銀
行
ど

こ
ろ
か
、
ヤ
ン
ゴ
ン
、
ネ
ピ
ド
ー
、
マ

ン
ダ
レ
ー
に
あ
る
自
身
の
オ
フ
ィ
ス
を

つ
な
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
さ
え

な
い
。

　
平
日
の
午
後
２
時
、
中
央
銀
行
ヤ
ン

ゴ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
る
と
、
ち
ょ
う

ど
銀
行
間
の
手
形
の
決
済
を
し
て
い

た
。
部
屋
に
は
１
０
０
人
ぐ
ら
い
だ
ろ

う
か
、
各
銀
行
の
担
当
者
が
じ
っ
と
待

っ
て
い
る
。
そ
の
片
隅
で
は
、
４
、
５

人
の
中
央
銀
行
の
ス
タ
ッ
フ
が
手
形
を

集
め
て
電
卓
を
た
た
き
、
手
形
交
換
の

作
業
中
。停
電
の
た
め
冷
房
が
止
ま
り
、

部
屋
の
中
は
サ
ウ
ナ
の
よ
う
な
暑
さ

だ
。

　
や
っ
と
作
業
が
終
わ
っ
た
か
と
思
い

き
や
、「
金
額
が
合
わ
な
い
の
で
も
う

一
度
や
り
直
し
ま
す
」
と
い
う
声
が
部

屋
に
響
く
。
み
ん
な
、
ぐ
っ
た
り
し
た

表
情
に
な
る
。「
手
形
決
済
に
毎
日
３
、

４
時
間
か
か
る
。
各
銀
行
の
支
店
か
ら

接
続
し
て
決
済
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

っ
た
ら
便
利
で
す
が
…
」
と
中
央
銀
行

の
ス
タ
ッ
フ
は
話
す
。

　「
日
本
も
30
数
年
前
は
こ
う
だ
っ
た

ん
で
す
よ
」
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
銀

行
で
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
ゼ
ネ

ラ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
田
中

克
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。「
中
央
銀

行
が
な
か
な
か
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ

ム
を
整
備
で
き
な
い
間
に
、
民
間
の
銀

行
の
中
に
は
店
舗
同
士
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
整
備
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。
中
央
銀
行
と
し
て
は
、〝
自

分
た
ち
も
早
急
に
近
代
化
が
必
要
だ
〞

と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
」。

　
そ
の
思
い
を
受
け
て
、
中
央
銀
行
の

業
務
の
効
率
化
を
支
援
し
て
い
る
の
が

日
本
。「
日
銀
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム

を
ミ
ャ
ン
マ
ー
仕
様
に
開
発
し
、
こ
れ

か
ら
導
入
し
て
い
く
計
画
だ
。「
決
済

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
一
般
の
人
々
に
も
企
業
に
も
、
そ

し
て
こ
の
国
の
経
済
に
も
プ
ラ
ス
に
な

り
ま
す
。
世
界
最
先
端
の
日
本
の
情
報

通
信
技
術
を
生
か
し
て
、
早
急
に
近
代

化
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
田
中
さ
ん
は

期
待
す
る
。

　
国
を
支
え
る
金
融
セ
ク
タ
ー
の
近
代

化
に
挑
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
ま
さ
に
こ
れ

か
ら
が
変
革
の
時
代
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
中
心
地
、
ヤ
ン

ゴ
ン
市
内
の
銀
行
窓
口
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
札
束
が
ど
っ
さ
り
と
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
く
。
市
民
が
自
分
の
口
座
か
ら
お

金
を
引
き
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
〝
現
金
主
義
〞。
大
き
な
買
い

物
に
は
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
積
ん
だ

現
金
で
支
払
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　「
日
本
で
の
高
額
な
買
い
物
に
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
振
り
込
み
で
の
支

払
い
が
常
識
で
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
ま
だ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
自
体
が
普

及
し
て
い
ま
せ
ん
」。
ヤ
ン
ゴ
ン
に
出

張
所
を
構
え
る
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

銀
行
の
野
中
鉄
朗
所
長
は
そ
う
話
す
。

　
実
は
、
こ
の
国
で
は
大
半
の
人
が
銀

行
口
座
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由

は
、な
ん
と
い
っ
て
も〝
不
便
〞だ
か
ら
。

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
お
金
を

手
に
す
る
ま
で
な
ん
と
半
日
。
紙
の
帳

簿
で
口
座
を
管
理
し
、
手
作
業
で
残
高

確
認
を
行
う
た
め
、
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。

「日本のATMは世界最先端。1台で紙幣を使い
回すことで、引き出し、振り込み、預け入れに対
応できます。中央銀行総裁などから“それは魔法
か”と驚かれました」と田中さん

残高管理などはすべて手作業。
時間がかかり、ミスも起きやすい

効率アップで経済を動かす
経済活動のカギとなるお金の流れ。
ミャンマーの着実な経済発展を支えるため、
金融セクターの改革が始まった。

振り込みなどのシステムがないため、何をするにも現金が必要。高額紙幣が少なく、金額が上がれば大量の札束に

中央銀行ヤンゴンオフィスにて、手作業で行われる手形の決済。後ろは、作業が終わるのを待つ各銀行の担当者

ヤンゴンのパゴ
ダ内にもATM
が。引き出しの
みできる

ヤンゴン

マンダレー

ネピドー

ま
さ
る

写真（P12右上以外）：谷本美加
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　「
こ
こ
か
ら
水
が
漏
れ
て
る
ぞ
」

　「
土
を
掘
っ
て
確
認
し
て
み
よ
う
か
」

　
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
の
住
宅
地
。
土
に
覆

わ
れ
た
道
路
を
掘
り
起
こ
す
と
、
細
長

い
パ
イ
プ
が
顔
を
出
し
た
。ど
う
や
ら
、

接
続
部
分
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
状
況
を
細
か
く
、
ヤ
ン
ゴ
ン

市
給
水
衛
生
局
（
Y
C
D
C
）
の
職
員

が
メ
モ
し
て
い
く
。

　「
と
り
あ
え
ず
応
急
処
置
で
対
応
し

よ
う
。
た
だ
給
水
管
が
劣
化
し
て
い
る

拡
大
す
る
都
市

足
り
な
い
水

手
取
り
足
取
り

体
を
使
っ
て
指
導

特集 ミャンマー
変わる国、動く人々

の
で
、
近
い
う
ち
に
取
り
換
え
が
必
要

だ
な
」。
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、
福
岡

市
水
道
局
の
松
岡
賢
さ
ん
。
２
０
１
２

年
４
月
か
ら
Y
C
D
C
に
派
遣
さ
れ
、

市
内
の
水
道
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
汗
を

流
し
て
い
る
。「
大
学
で
都
市
環
境
工

学
を
学
び
、
地
元
の
ご
み
処
理
技
術
が

開
発
途
上
国
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。自
分
の
専
門
分
野
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
福
岡
と
途
上
国
の
役
に

立
て
た
ら
と
、
市
の
職
員
に
な
り
ま
し

た
」。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
の
水
道
の
歴
史
は
古
く
、

そ
の
始
ま
り
は
１
８
４
２
年
。し
か
し
、

設
備
の
維
持
管
理
や
更
新
が
適
切
に
行

わ
れ
ず
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
日

本
で
は
１
日
24
時
間
、
３
６
５
日
、
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
の
が
当
た
り

前
だ
が
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
水
道
普
及
率
は

約
４
割
。
限
ら
れ
た
時
間
帯
し
か
出
な

い
地
域
も
多
い
。「
い
つ
も
大
き
な
か

め
に
水
を
た
め
て
使
っ
て
い
る
の
よ
。

毎
日
暑
い
か
ら
水
が
な
い
と
大
変
で
…
」

と
人
々
は
も
ら
す
。

　
そ
こ
で
手
を
挙
げ
た
の
が
、
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
水
道
技
術
を
誇
る
日
本

だ
。
中
で
も
福
岡
市
の
漏
水
率
は
２
・

６
％
。
１
９
７
８
年
の
大
渇
水
で
約
３

０
０
日
に
わ
た
る
給
水
制
限
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
市
民
を
巻
き
込
ん
で
「
節
水

型
都
市
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
だ
。

　
そ
の
技
術
を
水
問
題
に
直
面
す
る
途

上
国
に
環
元
す
べ
く
、
福
岡
市
は
25
年

以
上
に
わ
た
り
、
職
員
を
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
専
門
家
と
し
て
派
遣
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
は
、「
行
動
力
が
あ
り
何
事
に

も
前
向
き
」
と
、
上
司
の
お
墨
付
き
の

松
岡
さ
ん
が
抜
て
き
さ
れ
た
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
で
一
番
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
約
40
％
と
も
言
わ
れ
る
漏
水

率
。「
福
岡
市
で
は
計
画
的
に
漏
水
調

査
を
行
い
、
地
上
か
ら
は
分
か
ら
な
い

漏
水
も
見
つ
け
て
修
理
し
て
い
ま
す

が
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
実
施
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
故
障
し
て
い
る
メ
ー
タ
ー
や
盗

水
も
多
い
」
と
松
岡
さ
ん
は
話
す
。

　
松
岡
さ
ん
は
Y
C
D
C
の
同
僚
た
ち

と
共
に
、と
に
か
く
現
場
に
足
を
運
ぶ
。

市
内
の
給
水
状
況
を
く
ま
な
く
確
認

し
、
無
収
水
量
※
を
減
ら
す
対
策
を
練

る
た
め
だ
。

　
次
に
一
行
が
向
か
っ
た
の
が
、
ダ
ム

か
ら
市
街
地
に
水
を
届
け
る
重
要
な

〝
道
〞
と
な
る
送
水
管
。
日
本
で
は
一

般
的
に
地
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
太
さ
１
・
５
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

「
新
し
い
機
材
を
使
っ
て
漏
水
調
査
を

行
い
、
市
民
に
届
く
水
の
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
」
と
同
僚
の
ゾ
ー
ミ

ン
さ
ん
は
意
気
込
む
。
つ
い
先
日
、

日
本
か
ら
漏
水
調
査
に
使
用
す
る
機

材
が
届
い
た
ば
か
り
だ
。

　
そ
し
て
や
は
り
、
何
事
も
〝
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
〞。
北
九
州
市
水
道

局
が
長
年
支
援
し
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
研
修
に
参
加
し
た
時
は
、「
自
分

た
ち
も
や
れ
ば
で
き
る
」
と
士
気
を
高

め
た
。
１
９
９
３
年
に
72
%
だ
っ
た
無

収
水
率
を
、
10
数
年
で
10
%
に
ま
で
改

善
し
た
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か

ら
だ
。
ま
た
、
福
岡
市
の
水
道
シ
ス
テ

ム
を
見
学
し
た
ア
ウ
ン
コ
コ
テ
ィ
ン
さ

ん
は
「
大
き
な
パ
ネ
ル
を
見
れ
ば
、
市

内
の
配
水
状
況
が
す
べ
て
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
ぜ
ひ
ヤ
ン
ゴ
ン
で
も

取
り
入
れ
た
い
」
と
意
気
込
む
。
今
も

自
分
た
ち
で
作
っ
た
水
道
管
の
図
面
は

あ
る
が
、
そ
の
情
報
は
必
ず
し
も
最
新

で
な
い
。

　
さ
ら
に
こ
の
先
、
避
け
て
通
れ
な
い

の
が
、
新
た
な
水
源
の
開
発
。
都
市
の

開
発
が
進
み
、
海
外
か
ら
の
投
資
が
増

え
、
こ
れ
か
ら
人
口
も
水
の
需
要
も
増

え
る
一
方
。
漏
水
率
が
下
が
っ
て
も
、

今
の
水
源
だ
け
で
は
限
界
な
の
だ
。
そ

こ
で
現
在
、
日
本
と
協
力
し
て
市
内
の

河
川
を
新
た
な
水
源
と
す
る
計
画
が
進

行
中
だ
。

　
市
民
に
よ
り
良
い
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
た
い
―
。
そ
の
気
持
ち
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
も
日
本
も
同
じ
。「
私
が
仲
介

役
と
な
る
こ
と
で
、
技
術
指
導
だ
け
で

な
く
、
彼
ら
が
研
修
な
ど
で
得
た
学
び

や
ア
イ
デ
ア
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
れ

ば
」
と
松
岡
さ
ん
。
ヤ
ン
ゴ
ン
の
人
々

の
生
活
を
支
え
る
水
。
両
国
の
技
術
者

た
ち
が
思
い
を
一
つ
に
し
、〝
潤
い
あ

る
ま
ち
づ
く
り
〞が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

蛇口から出る水はあらゆる人の苦労の結晶

生
命
の
水
の
道
を
つ
く
る

送水管の状況を確認。70年
以上経過しているものの、今
も現役で活躍中

ヤンゴン市内の地図を見ながら、
各地域への配水状況を確認する

YCDCの職員と松岡さんは何でも相
談し合える仲。チームワークを現場で
の取り組みに生かす

鉄製のバルブの頭は
さびてしまっていた

配水管から分岐した給水管の状況を確認する

５
０
０
万
を
超
え
る
人
口
を
抱
え
る
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
、

急
速
に
進
む
開
発
に
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

そ
の
一
つ
が
水
道
。

そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
、
日
常
生
活
に
直
結
す
る
〝
水
〞
を

人
々
に
届
け
る
日
本
の
技
術
だ
。

ヤンゴン

※

水
道
管
か
ら
の
漏
水
や
メ
ー
タ
ー
の
故
障
な
ど
が

原
因
で
料
金
収
入
に
な
ら
な
い
水
量
。

写真：谷本美加
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特集 ミャンマー
変わる国、動く人々
特集ミャンマー
変わる国 動く人々人

市原 裕之さん三宅 光一さん

甲木 京子さん 小川 美都子さん

ミャンマーのここが　おもしろい！ ミャンマーで暮らし、現地の人々と接する日々―。

日本人にとっては、目にすること、聞くことすべてが“発見”だ。

JICA専門家たちが見つけた“おもしろポイント”はこちら！

ャンマーは周辺国との経済
格差が大きく、多くの人がタ

イなどに出稼ぎに行っています。そ
こで問題となっているのが人身取
引です。“ここで働けば借金を返せ
る”などと言葉巧みに誘われ、強制
労働をさせられてしまうことも。そん
な人々の社会復帰を目指し、ミャン
マー警察や社会福祉局の職員など
が適切に対応できるようお手伝いを
しています。
　赴任する前は、ミャンマーの人は
穏やかで、おとなしいイメージ。でも、
いざ接してみると、そこには意外な
素顔が―。人身取引の被害者とカ
ウンセラーを体験するロールプレイ

をすると、台本がないにもかかわら
ず、被害の状況や家族との複雑な
関係、心情まで、実にリアルに演じ
てくれます。実際に教えるトレーニン
グでは、普段物静かでシャイな感じ
の人までが、突然自信に満ちたベテ
ラン講師に大変身。ディスカッショ
ンや発表にもみんな積極的で、教
室はいつも熱気にあふれています。
実は意外と“はじけた”キャラクター
だと思いますよ。

○運送、△△造園…。ヤンゴ
ンでは日本語がそのまま付い

た中古車を多く見かけます。かつて、
日本の地方都市を走っていたような
バスを目にすると、とても懐かしい気
持ちになります。ヤンゴンは急速に経
済が発展し、交通量も爆発的に増え
ていますが、交通網の整備が追いつ
いていない。日本の常識からは、「え
えっ！？」と思うことが盛りだくさんです。
　例えば、市内近郊を1周する鉄道
は時速15キロ。線路がガタガタで、ス
ピードを出すと脱線してしまうからで

す。売り子さんが歩いて車両に乗り
込み、また下りて次の車両に移れる
ほど。郊外の農家の人々が野菜を売
りに出歩くための行商列車となって
いますが、今後は通勤・通学の足とし
て多くの人にとって便利な交通手段
になることを目指していきます。
　バスやタクシーに乗って驚いたの
は、仏像や僧侶の写真を運転席に
貼っていること。そしてパゴダの前を
通ると、車内からでも手を合わせる乗
客を目にします。ジーンズをはいた今
時の若者でもそうなので、実にミャン
マーらしいなあと思います。

だと思いますよ。

て
に
　
は
貼
通
客
時
マ

す。売り子さんが歩いて車両に乗り

どんな時も全力投球！みん
なの前で堂 と々発表

小川さんの合図で阿波踊りを披露。するどい
観察力でリズムはばっちり

ヤンゴン近郊の環状線。約45キロを走るの
に3時間かかる

寺に寄付する
物を飾り付け
てなぜかライト
アップ

省庁の一室に職員が集合して説法を聞く
朝は乗客と野菜で車内がぎゅうぎゅうに

ャンマーには、ろう学校がヤン
ゴンとマンダレーに1校ずつ

しかありません。しかも初等教育だ
けなので、それ以降の教育現場に
は手話ができる先生もいない。就職
もなかなかできません。私はろう者が
もっと社会参加できるよう、手話通
訳者の育成を支援しています。

　ミャンマーのろう者は、なんと言っ
ても“お目が高い”。洞察力があって
鋭いのです。「オガワ、昨日は飲み
過ぎたでしょ？」「ちょっと太った？」な
んて、手話でずばっと言ってくるので
ドキッとします。
　伝統衣装のロンジーを数枚で着
まわしていた時なんて、「あなたはい
つも同じロンジーだね」と、“ダメ出
し”されてしまいました。それもそのは
ず、暑いお国柄ですから何十着も
持っている人もいるぐらいで、一日
何度も着替えるのが当たり前なん
です。今ではミャンマー人に負けな
いくらい、いろいろな色・柄を取りそ
ろえておしゃれを楽しんでいます。

ミ

○ 008年に発生したサイクロン
「ナルギス」で、国内では約

14万人が犠牲になりました。これを機
にミャンマーは防災に力を入れるよう
になり、私は社会福祉救済・復興省
で防災能力の向上を支援しています。
　日々の業務を通じて驚かされるの
は、人々の信仰心の強さです。敬けん
な仏教徒が多く、年一回、各省庁に
お坊さんを招いて話を聞くイベントが
あります。その時にはスタッフ全員で
寄付をし、托鉢に使う銀の鉢だった
り、けさ、傘など、お坊さんが使う実用

的なものを部署ごとにおみこしのよう
に飾り付け、会場で披露するのです。
　どんなものを寄付すればいいかと
同僚に聞くと、「何はともあれマネー」
との答え。寄付したお札は糸でぶらさ
げたり、何枚もきれいに折り重ねて花
のように飾りつけられていました。もち
ろん誰も盗んだりしません！生活に仏
教が根付いているんだなあと感じる
出来事でした。

２

ミ

日本人が

見つけた
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こ
の
３
年
、激
動
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
の
佐
藤
恭
之

さ
ん
。
現
地
の
人
々
の
真
の
ニ
ー
ズ
を

く
ん
だ
開
発
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

こ
の
国
の
発
展
を
縁
の
下
で
支
え
て

い
る
。

　

初
め
て
海
外
に
行
っ
た
の
は
、大
学
１
年
生
の
時
。

友
人
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ネ
グ
ロ
ス
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
植
林
を
し
た
り
、
日
本
文
化
を
紹
介

し
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
の
で
す
が
、
地

元
に
産
業
が
な
い
た
め
、
親
た
ち
は
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　

村
を
去
る
時
、
子
ど
も
た
ち
が
手
を
振
り
な
が
ら

見
送
っ
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
な
ぜ
か
号
泣
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
自
分
は
数
日
間
だ
け
過
ご
し
て
日
本

に
帰
る
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
き
て
い
く

彼
ら
に
は
、
ど
ん
な
未
来
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
…
。
そ
う
思
っ
た
ら
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
開
発
途
上
国
の
農
村
の

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
仕
事
に
携
わ
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
業
務
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

農
村
開
発
部
で
担
当
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
案
件
。
鉱
山

開
発
な
ど
に
よ
る
環
境
破
壊
を
解
決
す
る
た
め
、
生

態
系
保
全
の
研
究
と
環
境
教
育
の
拠
点
と
な
る
セ

ン
タ
ー
を
造
る
こ
と
に
。
し
か
し
、
当
時
の
モ
ン
ゴ

ル
で
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
遅
れ
、
ほ
と
ん
ど
浸

透
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
自
然
環
境

省
の
担
当
者
も
、
ど
の
よ
う
な
施
設
に
す
べ
き
か
を

検
討
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
て
、
無
理
難
題
を
持
ち

掛
け
て
き
ま
し
た
。「
絶
滅
危
惧
種
の
川
魚
を
展
示

す
る
水
槽
を
も
っ
と
大
き
く
し
た
い
」
と
言
わ
れ
た

時
に
は
驚
き
ま
し
た
。
技
術
的
に
も
予
算
的
に
も
、

と
て
も
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

日
本
が
建
設
を
支
援
し
て
も
、
完
成
後
に
施
設
を

運
営
し
て
い
く
の
は
モ
ン
ゴ
ル
の
人
た
ち
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
予
算
内
で
運
営
で
き
る
か
」「
十
分
な
管
理

体
制
を
確
保
で
き
る
か
」
と
粘
り
強
く
話
し
合
い
、

な
ん
と
か
適
切
な
規
模
で
合
意
で
き
ま
し
た
。
目

先
の
こ
と
で
な
く
、
将
来
を
見
越
し
た
計
画
づ
く
り

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
に
配
属
さ
れ
て
、

も
う
す
ぐ
３
年
。
そ
の
間
に
民
主
化
が
進
み
、
街
を

走
る
車
の
数
が
目
に
見
え
て
増
え
た
り
、
報
道
の
自

由
が
確
保
さ
れ
て
新
し
い
新
聞
が
発
刊
さ
れ
た
り

と
、
次
々
と
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
新
し
い
動
き
と
し
て
、
長
年
対
立
し

て
き
た
少
数
民
族
の
武
装
勢
力
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

が
、
和
平
合
意
に
向
け
て
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
も
現
地
政
府
や
武
装
勢
力
、
そ
し
て
一
般
の

人
々
の
ニ
ー
ズ
を
集
め
、
カ
レ
ン
州
と
モ
ン
州
の
開

発
計
画
を
つ
く
る
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

　

私
は
裏
方
と
し
て
、
そ
の
調
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
武
装
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大学院卒業後、2005年に
JICAに就職。中東・欧州部、
農村開発部を経て、2010年
6月から現職。

裏
方
と
し
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
発
展
を
支
え
た
い

ミャンマーでラカイン族が多く暮らす地域を訪れ、生活向上のためどのようなニーズが必要と
されているのかヒアリングする佐藤さん（左手前から四人目）

勢
力
の
影
響
が
強

い
地
域
へ
調
査
に

行
く
に
は
移
動
許

可
が
必
要
。
国
境

省
に
申
請
す
る
の

で
す
が
、
担
当
者

が
出
張
な
ど
で
不

在
な
ら
手
続
き
が

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ

と
も
。
許
可
一
つ

取
る
に
も
、
何
週

間
も
か
か
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
普
段

か
ら
で
き
る
だ
け
顔
を
合
わ
せ
て
信
頼
関
係
を
築

き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
効
率
的
に
手
続
き
が
進
む

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
イ
国
境
近
く
の
地
域
の
状
況
を
把
握
す

る
調
査
に
同
行
し
た
時
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の

担
当
者
か
ら
武
装
勢
力
と
衝
突
が
始
ま
る
か
も
し
れ

な
い
と
連
絡
を
受
け
、
急
き
ょ
引
き
返
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
調
査
団

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伝
え
て
い
た
か
ら
で
き
た
こ

と
。
彼
ら
が
安
全
に
動
け
る
よ
う
、
関
係
者
に
情
報

共
有
す
る
な
ど
気
を
配
る
の
も
私
の
仕
事
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ら
で
は
の
大
変
さ
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
国
づ
く
り
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
る

勢
い
あ
る
国
。
今
後
も
武
装
勢
力
と
政
府
の
和
平
交

渉
の
動
き
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
、
人
々
の
ニ

ー
ズ
を
く
ん
だ
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

From Myanmar

人
生
を
変
え
た

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

長
期
的
な
視
点
を
持
つ

大
切
さ

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
す
べ
て
の
人
に

支
援
を
届
け
る

少数民族が暮らす地域で、適切な給水方法を探る

JICAミャンマー事務所

佐藤恭之
SATO Yasuyuki
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４
月
14
日
、
東
京
で
「
国
際
野
球
連
盟
（
Ｉ
Ｂ
Ａ

Ｆ
）
第
27
回
総
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
を
通
じ
て
、
世
界
各
国
で
野
球
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
普
及
に
貢
献
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
今

回
の
総
会
で
特
別
表
彰
を
受
け
、
リ
カ
ル
ド
・
フ
ラ

ッ
カ
ー
リ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｆ
会
長
か
ら
黒
川
恒
男
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
に
記
念
の
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
９
７
０
年
以
降
、
野
球
で
２
２
４

人
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
54
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
世
界
36
カ
国
に
派
遣
し
、
現
在
も
11
人
が
開

発
途
上
国
で
野
球
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
に
つ
い
て
、
イ
シ
ョ
ラ
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ス
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｆ
ア
フ
リ
カ
大
陸
代
表
副
会
長
は
「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
し
に
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

0203
国
際
理
解
教
育
に
役
立
つ
教
材
が
完
成

　

４
月
16
日
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ロ
ペ
ス
駐
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
、
林
文
子
横
浜
市
長
、
荒

川
博
人
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使

館
（
東
京
都
港
区
）
で
会
談
し
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
中
部
の
「
メ
ト
ロ
・
セ
ブ
」
の
都
市
開
発
に

引
き
続
き
協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

メ
ト
ロ
・
セ
ブ
は
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
次

ぐ
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
二
の
都
市
圏
。
近
年
急
速

な
発
展
を
遂
げ
、
現
在
の
人
口
約
２
５
５
万

人
が
２
０
５
０
年
に
は
２
倍
以
上
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
や
上
下
水
道
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
都
市

基
盤
の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、
成
長
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
み
な

と
み
ら
い
地
区
な
ど
の
開
発
を
手
掛
け
て
き

た
横
浜
市
。
長
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
開
発
を
後

押
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
手
を
組
み
、
メ
ト

ロ
・
セ
ブ
の
都
市
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
に
。

昨
年
末
か
ら
調
査
が
行
わ
れ
、
都
市
開
発
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
「
メ
ガ
・
セ
ブ
・
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
５
０
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

観
光
な
ど
に
お
い
て
競
争
力
を
付
け
、
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
や
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の
整
っ
た

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
目
標
に
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
や
官
民
連
携
な
ど
を
通
じ
て
、

運
輸
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
上
下
水
道
整
備
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
個
別
の
事
業
実
施
に
当
た

り
、
横
浜
市
内
の
企
業
を
は
じ
め
、
日
本
企

業
の
参
画
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

横
浜
市
水
道
局
が
設
立
し
た
横
浜
ウ
ォ
ー
タ

ー
株
式
会
社
は
、
す
で
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
浄
水
処
理

や
排
水
管
理
な
ど
の
技
術
を
メ
ト
ロ
・
セ
ブ

水
道
区
に
伝
え
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
地
方
自

治
体
と
連
携
し
て
海
外
の
都
市
計
画
全
体
を

支
援
す
る
初
め
て
の
ケ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

日
本
政
府
が
推
進
す
る
自
治
体
の
海
外
展
開

を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
使
っ
て
支
援
す

る
新
た
な
形
で
す
。

　

日
本
の
自
治
体
が
持
つ
都
市
開
発
な
ど
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
開
発
途
上
国
の
発
展

に
大
き
な
貢
献
が
期
待
で
き
ま
す
。
中
で
も

横
浜
市
は
、
２
０
１
１
年
10
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
び
、
国
際
協
力
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
引
き
続
き
、
自
治
体
の
豊
富

な
経
験
を
途
上
国
の
課
題
解
決
に
生
か
せ
る

よ
う
、
連
携
強
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
日
本
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
世

界
の
現
状
や
課
題
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、

『
国
際
理
解
教
育
実
践
資
料
集
〜
世
界
を
知
ろ
う
！

考
え
よ
う
！
〜
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
物
事
を
広
い

視
野
で
考
え
、
行
動
で
き
る〝
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
〞の

育
成
を
目
指
し
、
小
中
高
の
教
育
現
場
で
教
材
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

本
教
材
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
海
外
、
特
に
開
発

途
上
国
の
資
源
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
途
上
国
に

は
安
全
な
水
や
食
料
が
不
足
し
て
い
る
国
が
あ
る
こ

と
、
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
地
球
規
模

の
課
題
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
教
員
向
け
の
ペ
ー
ジ

に
は
、
学
習
の
ね
ら
い
や
資
料
の
ポ
イ
ン
ト
、
持
続

発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
や
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
国
際
協
力
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

横浜市とフィリピンの都市開発を支援 01

う
、
学
校
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域
な
ど
で
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
授
業
で
活
用
で
き
る

素
材
や
、
イ
ラ
ス
ト
、
資
料
、
コ
ラ
ム
な
ど
を
豊
富

に
掲
載
し
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
が
よ
り
深
ま
る
よ

う
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
教
材
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
拠
点
か
ら
学
校
関

係
者
な
ど
を
中
心
に
配
布
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ご

要
望
の
方
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
野
球
連
盟
が
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
表
彰

授賞式に集まったJICAボランティア
の経験者たち

グローバル人材の育成に役立つ
資料が盛りだくさん

で
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
発
展
は
考
え
ら
れ
な

い
。
ア
フ
リ
カ
の
人
々
は
日
本
の
若
者
を
〝
ア
フ
リ

カ
の
友
人
〞
と
呼
び
、
大
変
親
し
み
を
持
っ
て
い
ま

す
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
を
受

け
て
黒
川
理
事
は

「
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
通
じ
て

よ
り
良
い
世
界
の

実
現
に
向
け
て
努

め
て
い
き
た
い
」

と
、活
動
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い

ま
し
た
。

ロペス駐日フィリピン大使（右）、林横浜市長、荒川
JICA理事

下水処理が追いついていない現在のメトロ・セブ



　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
今
、
あ
る
日
本
の
技
術
が

広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
人
間
の
体
に
あ
る
３
６

１
の
経
穴
（
つ
ぼ
）。
そ
こ
に
は
り
を
打
っ
た

り
、
指
圧
を
し
た
り
し
て
病
気
を
治
す
東
洋

医
学
だ
。

　「
そ
も
そ
も
は
中
国
発
祥
で
す
が
、
つ
ぼ
を

細
い
は
り
で
正
確
に
打
つ
技
術
な
ど
、
日
本

は
独
自
の
治
療
法
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

痛
く
な
い
の
に
よ
く
効
く
の
が
特
徴
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
命
門
会
の
代

表
、
片
倉
武
雄
鍼
灸
師
。
こ
の
技
術
を
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
仕
掛
け
人
だ
。

　
命
門
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９
８
３
年
。

当
初
は
鍼
灸
指
圧
を
日
本
国
内
に
広
め
る
こ

と
が
目
的
で
、
海
外
で
の
活
動
は
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
片
倉
さ
ん

の
運
命
を
変
え
た
の
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身

の
キ
ン
ミ
ョ
ウ
ラ
さ
ん
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
村
部
で
は
、
薬
草
を
煎

じ
て
飲
ん
だ
り
、
布
に
包
ん
で
蒸
し
た
も
の

を
患
部
に
当
て
た
り
と
い
っ
た
伝
統
医
学
が

主
流
。
安
く
て
よ
く
効
く
と
評
判
で
、
伝
統

医
学
の
医
師
を
育
成
す
る
専
門
の
大
学
も
あ

る
ほ
ど
だ
。「
で
も
実
は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉

の
痛
み
な
ど
に
は
あ
ま
り
効
か
な
い
よ
う
な

ん
で
す
」
と
片
倉
さ
ん
は
話
す
。

　
日
本
の
大
学
院
で
東
洋
医
学
の
効
果
を
知

っ
た
キ
ン
ミ
ョ
ウ
ラ
さ
ん
。
機
材
を
使
わ
ず
、

医
師
の
〝
技
術
〞
さ
え
あ
れ
ば
治
療
で
き
る

東
洋
医
学
な
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
村
で
も

取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
―
。
祖
国

の
人
々
の
健
康
を
守
り
た
い
一
心
で
、
友
人

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
片
倉
さ
ん
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
き
た
の
だ
。

　
伝
統
医
学
の
医
師
た
ち
に
、
鍼
灸
指
圧
を

伝
え
て
ほ
し
い
―
。「
キ
ン
ミ
ョ
ウ
ラ
さ
ん
の

熱
意
に
胸
を
打
た
れ
、
こ
れ
も
何
か
の
縁
だ

と
思
い
引
き
受
け
ま
し
た
」
と
片
倉
さ
ん
は

振
り
返
る
。

　
そ
し
て
２
０
０
１
年
、
命
門
会
の
挑
戦
が

始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
年
に
数
回
、
伝
統
医
学

を
教
え
る
大
学
や
病
院
な

ど
で
講
習
会
を
開
く
こ
と

に
。
片
倉
さ
ん
と
副
代
表

の
深
澤
智
子
鍼
灸
師
を
中

心
に
指
導
を
続
け
て
き
た
。

そ
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
操
る
水

口
知
香
鍼
灸
師
が
加
わ
っ

た
。
大
学
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

語
を
学
び
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
と

し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
村

で
８
年
間
活
動
。「
植
林
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
多
く
の
人
が
適

切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
」。
現
地

で
知
り
合
っ
た
片
倉
さ
ん

と
深
澤
さ
ん
に
感
銘
を
受

け
、
鍼
灸
師
に
な
る
た
め

に
猛
勉
強
。
命
門
会
の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
鍼
灸
師
、
通

訳
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　「
今
日
は
指
圧
を
２
人
１
組
で
練
習
し
ま

し
ょ
う
」

　「
ま
ず
は
お
手
本
を
し
っ
か
り
見
て
い
て

く
だ
さ
い
ね
」

　
講
習
で
は
毎
回
20
人
を
受
け
入
れ
、
つ
ぼ

の
位
置
や
種
類
、
は
り
の
打
ち
方
、
指
圧
の

コ
ツ
、
そ
の
効
果
な
ど
を
み
っ
ち
り
と
指
導

全
国
に
広
が
る

講
習
の
成
果

NPO法人命門会
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

一
つ
の
縁
が
つ
な
い
だ

伝
統
医
学
と
東
洋
医
学

健康を届ける日本の鍼灸師

す
る
。
参
加
し
て
い
る
の
は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
伝
統
医
学
の
医
師
。
彼
ら
が
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
地
方
に
も
技
術
が
伝
わ

り
、
新
た
な
医
師
が
育
っ
て
い
く
と
い
う
仕

組
み
だ
。

　「
み
ん
な
や
る
気
が
あ
っ
て
吸
収
が
早
い
。

１
週
間
教
え
れ
ば
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
レ
ベ

ル
に
な
り
ま
す
」と
片
倉
さ
ん
。
中
に
は
、「
薬

草
と
は
り
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
治
療
が

で
き
な
い
か
」
と
伝
統
医
学
へ
の
応
用
を
提

案
す
る
人
も
。「
薬
草
を
使
っ
て
患
部
の
痛
み

を
和
ら
げ
、
症
状
が
重
い
部
分
だ
け
に
は
り

を
打
っ
て
み
て
は
？
」
と
深
澤
さ
ん
は
ア
ド

バ
イ
ス
。「
治
療
の
幅
が
広
が
り
、
実
践
に
役

立
つ
技
術
が
学
べ
る
」
と
評
判
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
３
０
０
人
以
上
。

「
こ
の
前
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
屋

に
立
ち
寄
る
と
、
た
ま
た
ま
教
え
子
の
店
だ

っ
た
ん
で
す
。
私
が
教
え
た
通
り
に
、
彼
女

の
弟
子
が
指
圧
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
き
ち

ん
と
日
本
の
技
術
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

実
感
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
深

澤
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。
水
口
さ
ん
も
「
技
術

を
持
っ
た
人
が
育
て
ば
、
多
く
の
人
が
治
療

を
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
お
手
伝
い
を
で
き
て

い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　
現
在
は
J
I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事
業

を
通
じ
て
、
鍼
灸
指
圧
の
技
術
や
理
論
を
ま

と
め
た
テ
キ
ス
ト
作
り
が
進
行
中
。
い
わ
ば

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
集
大
成
だ
。「
大
学
や
病

院
で
人
材
育
成
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」

と
片
倉
さ
ん
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
に
健
康

を
届
け
る
べ
く
、
日
本
発
の
東
洋
医
学
は
確

実
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

頭部へのはりの打ち方の
手本を見せる深澤さん
（中央上）

伝統医学では薬草を蒸して患部に当
てて治療する

講習会では2人1組でつぼの位置を確認する

伝統医学で使われる薬を売るヤンゴン郊外の薬局

講習参加者に修了証を渡す片倉さん（中央）

はり・きゅう・指圧などで病気を治療する東洋医学。
ミャンマーにその技術を普及すべく、

NPO法人命門会は10年以上にわたり活動を続けている。

ミャンマー
ネピドー

ヤンゴン
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今
か
ら
35
年
前
、
１
９
７
８
年
３
月
25
日
。
建
設

省
（
当
時
）
九
州
地
方
建
設
局
で
働
い
て
い
た
朝
倉

肇
さ
ん
の
も
と
に
一
本
の
電
話
が
入
っ
た
。
土
曜
の

昼
下
が
り
、
そ
の
日
は
午
前
中
で
仕
事
を
切
り
上
げ
、

友
人
た
ち
と
談
笑
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。　
　

　「
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
飛
行
機
が
墜
落
し

た
ぞ
！
」

　
た
だ
海
外
で
飛
行
機
事
故
が
起
き
た
だ
け
で
、
わ

ざ
わ
ざ
連
絡
が
来
る
わ
け
は
な
い
。
朝
倉
さ
ん
は
サ

ー
ッ
と
血
の
気
が
ひ
い
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。
そ

こ
に
乗
っ
て
い
た
の
は
６
人
の
日
本
人
。
そ
の
一
人

が
、
朝
倉
さ
ん
の
元
上
司
の
国
広
哲
男
さ
ん
だ
っ
た

の
だ
。
残
り
の
５
人
は
、
建
設
省
を
含
む
日
本
の
政

府
関
係
者
た
ち
。
ま
さ
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
た
、
橋
の
建
設
支
援
の
調
査
団
の
メ
ン
バ

ー
だ
っ
た
。「
国
広
さ
ん
は
人
望
も
熱
く
、
周
り
か

ら
の
信
頼
も
大
き
か
っ
た
。
私
た
ち
の
シ
ョ
ッ
ク
も

相
当
な
も
の
で
し
た
」
と
、
当
時
建
設
省
国
際
課
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
協
力
を
担
当
し
て
い
た
小
室
彬
さ

ん
は
振
り
返
る
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
々
の
生
活
の

〝
恵
み
〞
で
あ
る
川
。
国
の
中
央
を
縦
断
す
る
エ
ー

ヤ
ワ
デ
ィ
ー
川
を
は
じ
め
、
日
本
の
約
１
・
８
倍
の

国
土
に
は
い
く
つ
も
の
河
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
必
要
と
な
る
の
が
〝
橋
〞
だ
っ
た
。

　
し
か
し
当
時
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
、
安
全
で
丈
夫

な
橋
を
造
る
技
術
も
資
材
も
な
い
。
一
方
で
、
70
年

代
か
ら
瀬
戸
大
橋
な
ど
橋
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
た
日
本
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
技
術
者
に
た
た
き
込
ん
で
ほ
し
い―

。

現
地
政
府
か
ら
、
そ
ん
な
依
頼
が
あ
っ
た
矢
先
の
事

故
だ
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
も
２
人
の
技
術
者
の
命
が
奪
わ
れ

た
。
８
人
の
精
鋭
を
失
い
、
も
は
や
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
続
行
が
困
難
か
と
も
思
わ
れ
た
。し
か
し…

。

「
国
広
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
た
い
」
と
、

建
設
省
の
職
員
が
次
々
と
手
を
挙
げ
た
。も
ち
ろ
ん
、

朝
倉
さ
ん
た
ち
も―

。
約
半
年
遅
れ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ま
ず
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
建
設
省
な
ど
の
技
術
者
に
、

講
義
形
式
で
み
っ
ち
り
と
理
論
を
指
導
し
た
。「
日

本
人
専
門
家
は
と
に
か
く
厳
し
か
っ
た
。
思
い
が
ぶ

つ
か
り
合
っ
て
、
授
業
中
は
熱
い
議
論
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
ね
」。
そ
う
な
つ
か
し
そ
う
に
話
す

の
は
、
ハ
ン
・
ゾ
ー
前
ミ
ャ
ン
マ
ー
工
学
会
会
長
。

公
共
事
業
庁
に
配
属
さ
れ
て
い
た
彼
は
、
懸
命
に
技

術
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
。「
温
厚
な
人
柄
、
何
事

に
も
真
摯
に
向
き
合
う
姿
は
み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
て

い
ま
し
た
」
と
朝
倉
さ
ん
は
話
す
。

　
理
論
が
身
に
付
い
た
ら
、
そ
の
次
は
「O

n the 
job training

」だ
。講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
、

ヤ
ン
ゴ
ン
郊
外
に
全
長
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
「
ツ
ワ

ナ
橋
」
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。「
迷
っ
た
ら

と
に
か
く
現
場
に
行
く
。
そ
う
す
る
と
自
然
と
答
え

が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
も
日
本
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と

で
す
」
と
ハ
ン
・
ゾ
ー
さ
ん
。
85
年
、
両
国
の
技
術

者
た
ち
の
思
い
が
一
つ
に
な
り
、
つ
い
に
ツ
ワ
ナ
橋

は
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
れ
は
、
日
本
と
の
友
好

の
懸
け
橋
の
よ
う
に
も
見
え
た
。

　
続
い
て
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
新
た
に
も
う
一

つ
、「
ナ
ウ
ア
ン
橋
」を
建
設
す
る
こ
と
に
。
し
か
し
、

88
年
の
政
変
が
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
混
乱
の
中
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
時
中
断
。
無
念
に
も
、
日
本
も

支
援
を
続
行
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。

　
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い―

。

日
本
人
の
技
術
者
魂
を
受
け
継
い
だ
ハ
ン
・
ゾ
ー
さ

ん
が
自
ら
指
揮
を
執
り
、
そ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
技

術
を
フ
ル
に
活
用
し
、
設
計
か
ら
施
工
ま
で
ほ
と
ん

ど
自
力
で
ナ
ウ
ア
ン
橋
を
建
設
。
公
益
社
団
法
人
土

木
学
会
が
優
れ
た
橋
梁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
授
与
す

る
「
田
中
賞
」
と
い
う
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ
の

後
も
他
国
の
支
援
を
受
け
ず
、
独
自
に
若
手
技
術
者

の
人
材
育
成
を
進
め
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
全
国
各
地
で

橋
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
知
ら
せ
は
日
本
に
も

届
け
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
時
は
た
ち
、
２
０
０
５
年
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
変
革
の
光
を
期
待
し
つ
つ
、
か
つ
て
志
を
共
に

し
た
日
本
の
建
設
省
Ｏ
Ｂ
の
有
志
が
再
び
集
っ
た
。

も
う
一
度
、
み
ん
な
で
あ
の
地
に
橋
を
か
け
、
道
路

を
造
り
た
い―

。
そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
イ
ン
フ
ラ
調
査
会
。
理
事
長
は
小

室
さ
ん
、
朝
倉
さ
ん
は
副
理
事
長
と
し
て
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
た
。
彼
ら
と
国
境
を
超
え
て
交
流
を
続
け

て
き
た
ハ
ン
・
ゾ
ー
さ
ん
は
、
04
年
に
は
公
共
事
業

庁
長
官
に
就
任
。
日
本
の
古
き
友
人
た
ち
の
団
体

立
ち
上
げ
の
話
を
聞
き
、「
ぜ
ひ
ま
た
一
緒
に
仕
事

を
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
感
無
量
の
様
子
だ
っ
た
と
い

う
。

　
そ
し
て
今
、
J
I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を

通
じ
て
、
彼
ら
が
挑
戦
し
て
い
る
の
が
エ
ー
ヤ
ワ
デ

ィ
ー
川
周
辺
の
道
路
整
備
。
サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
被

害
を
受
け
や
す
い
こ
の
地
域
で
、
行
政
と
市
民
が
緊

急
時
に
協
力
し
て
道
路
の
修
復
な
ど
を
行
え
る
よ

う
、マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
や
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
イ
ン
フ
ラ
は
国
づ
く
り
の
柱
。
こ
れ
か
ら
も
地

道
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」。
30
年

の
時
を
超
え
て
集
ま
っ
た
、
両
国
の
技
術
者
た
ち
。

み
ん
な
ま
だ
ま
だ
現
役
。
第
２
の
人
生
を
か
け
る
覚

悟
だ
。

橋
が
つ
な
い
だ

両
国
の
き
ず
な

飛
行
機
事
故
の

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て

眼
前
に
延
び
る
河
川
に
か
け
ら
れ
た
い
く
つ
も
の
橋
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
技
術
者
た
ち
の
汗
と
涙
の
結
晶
―
。

そ
の
裏
側
に
は
、
日
本
人
が
伝
え
た
技
術
と
思
い
も
秘
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
思
い
を
橋
に
か
け
る

e ワえ術橋好も

次世代への財産

ミャンマー

ヤンゴン

ネピドー

日本人専門家が教だんに立ち、橋の建設のノウハウを一から伝える 測量などに必要な機材の使い方も手取り足取り指導 ツワナ橋の建設現場。ミャンマーの技術者たちは理論を実践で生かす

ツワナ橋の設計図。きめ細やかな設計技術が日本人から受け継がれた

ヤンゴンの日本人墓地にある飛行機事故による殉職者の慰霊碑。今でも遺
族や同僚が弔いに訪れている

ミャンマーと日本の技
術者が力を合わせて
建設したツワナ橋

エーヤワディー川
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ブ
ハ
ウ
ス
や
バ
ー
な
ど
で
バ
ン
ド
活
動
を
続
け
て
い
た
。「
い

つ
も
応
援
し
て
く
れ
る
友
人
た
ち
が
、
日
本
語
が
う
ま
く
話

せ
ず
に
困
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
な
い

か
と
思
っ
た
ん
で
す
」。
一
念
発
起
し
て
、
日
本
語
教
師
の
資

格
を
取
っ
た
。

鶴
田
さ
ん
の
地
元
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
住
む
静

岡
県
浜
松
市
。
日
系
人
学
校
な
ど
で
日
本
語
を
教
え
る
う
ち

に
、「
彼
ら
の
ル
ー
ツ
や
、
現
地
の
生
活
、
文
化
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。
こ
れ
ま
で
の
教
師
経

験
を
生
か
し
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参

加
を
決
め
た
。

　
配
属
先
は
、
日
系
人
が
多
く
暮
ら
す
マ
ナ
ウ
ス
の
西
部
ア

マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
。
か
つ
て
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
日
本

人
が
設
立
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
規
模
の
日
本
語
学
校
を
運
営

し
て
い
る
。「
親
が
日
系
人
だ
か
ら
」「
日
本
の
ア
ニ
メ
が
大

好
き
」「
日
本
企
業
の
上
司
と
話
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
７
０
０
人
が
通
う
。

　
鶴
田
さ
ん
が
任
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
学
校
の
ブ
ラ
ジ
ル
人

教
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
だ
っ
た
。「
赴
任
当
日
、
授
業
を
見

学
し
て
み
て
、
な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
の
か
が
分
か

り
ま
し
た
」。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
淡
々
と
教
え
る
先
生
、

時
間
配
分
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
な
い
先
生
、
ゲ
ー
ム
ば
か

り
を
し
て
い
る
先
生…

。
み
ん
な
自
己
流
で
、
お
世
辞
に
も

分
か
り
や
す
い
授
業
と
は
言
え
な
か
っ
た
。「
同
僚
同
士
の

交
流
が
な
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
。
そ
こ
で
、

み
ん
な
で
授
業
の
や
り
方
を
考
え
る
〝
場
〞を
つ
く
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
」
と
鶴
田
さ
ん
は
話
す
。

　
そ
こ
で
「
週
に
一
度
、
み
ん
な
で
勉
強
会
を
や
ろ
う
！
」

日
本
語
教
師
と
し
て

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
触
れ
合
う
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と
呼
び
掛
け
た
が
、「
実
は
、
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
い
先
生

も
い
た
ん
で
す
よ
ね
」
と
鶴
田
さ
ん
。
そ
こ
で
最
初
は
〝
ム

ー
ド
メ
ー
カ
ー
〞に
徹
し
、「
立
ち
位
置
や
視
線
、
声
の
張
り

方
を
工
夫
し
て
み
て
は
？
」「
し
り
と
り
や
早
口
言
葉
を
取

り
入
れ
て
単
語
を
覚
え
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
」
な
ど
、
日

本
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
。
す
る
と
現
地
の
先

生
た
ち
も
、
少
し
ず
つ
興
味
を
示
す
よ
う
に
。「
身
近
な
話

題
を
取
り
入
れ
て
は
？
」「
板
書
は
色
分
け
す
る
と
見
や
す

い
」「
ゲ
ー
ム
は
授
業
の
後
半
で
入
れ
る
の
が
効
果
的
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
〝
コ
ツ
〞を
紹
介
。「
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
取
り

入
れ
て
い
こ
う
」
と
い
う
動
き
が
出
て
き
た
。

　
ま
た
、
勉
強
会
に
は
「
日
本
語
能
力
試
験
」
や
「
日
本
漢

字
能
力
検
定
」
の
対
策
講
座
も
取
り
入
れ
、
み
ん
な
で
合
格

を
目
指
し
て
勉
強
す
る
こ
と
に
。「
講
座
の
後
に
は
、
そ
の
日

教
え
た
日
本
語
を
す
ぐ
に
使
っ
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
や
る

気
が
あ
っ
て
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
鶴
田
さ
ん
。
試
験
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
自
身
の
学
ぶ
意
欲
も
高
ま
っ
て
き
た
。

　
鶴
田
さ
ん
は
授
業
に
も
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
、

発
音
や
文
法
な
ど
の
指
導
、
歌
や
ゲ
ー
ム
の
盛
り
上
げ
役
と

し
て
大
活
躍
。
持
ち
前
の
明
る
さ
で
あ
っ
と
い
う
間
に
ク
ラ

ス
に
溶
け
込
み
、
生
徒
た
ち
か
ら
大
人
気
。
廊
下
を
歩
い
て

い
る
と
、「
ト
シ
ミ
先
生
、
ト
シ
ミ
先
生
！
」「
次
は
い
つ
来

て
く
れ
る
の
？
」「
発
音
を
教
え
て
！
」
と
自
然
と
人
が
集

ま
っ
て
く
る
。
盆
踊
り
や
運
動
会
、
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
劇
を
し
た
り
と
、

こ
の
学
校
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
。「
日
本
語
を
通

し
て
一
つ
に
な
れ
る
の
は
最
高
！
」
と
鶴
田
さ
ん
は
笑
う
。

　
そ
ん
な
彼
の
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
、
教
師
た
ち
の
授
業
へ

の
意
気
込
み
が
変
わ
っ
て
き
た
。
楽
し
く
て
分
か
り
や
す
い

日
本
語
の
授
業
を
し
て
ほ
し
い―

。
鶴
田
さ
ん
の
思
い
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
地
に
根
付
き
始
め
て
い
る
。

「
今
日
は
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
！
」

教
室
の
中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歌
声
と
手
拍
子

が
聞
こ
え
て
き
た
。
日
本
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名
な

歌
だ
が
、
実
は
こ
こ
は…

ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
、

マ
ナ
ウ
ス
に
あ
る
日
本
語
学
校
。
輪
の
中
心
で
ギ
タ
ー
を
弾

い
て
い
る
鶴
田
俊
美
さ
ん
は
、
こ
の
学
校
で
日
本
語
を
教
え

て
い
る
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

高
校
生
の
時
か
ら
音
楽
に
熱
中
し
て
き
た
鶴
田
さ
ん
。
塾

講
師
と
し
て
働
き
始
め
て
か
ら
も
、
外
国
人
が
集
ま
る
ラ
イ

1966年静岡県出身。大学卒業
後、塾講師、ラジオ局のパーソナ
リティー、日本語教師として勤
務。2010年7月から、日系社会
シニア・ボランティア（日本語教
育）としてブラジルで活動中。

PROFILE

a.ギター片手に、歌詞の意味を教えながら日本語の歌を歌う鶴田さん
b.一時帰国中に浜松市内の中学校で講演。「任期終了後も、日本の子どもたちに世界のことを伝えていきたい」
c.日本文化の紹介イベントを告知するため、地元のラジオ番組に出演したことも
d.生徒の質問には全員が理解するまで丁寧に答える

鶴
田
　
俊
美

JICA 
Volunteer  

Story
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「
楽
し
く
て
生
徒
に
分
か
り
や
す
い

  

授
業
の
コ
ツ
を
伝
え
た
い
」

日
系
人
が
多
く
暮
ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス
。

日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
鶴
田
俊
美
さ
ん
は
、

よ
り
良
い
授
業
が
で
き
る
よ
う
、日
本
語
教
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
師
の
や
る
気
を
引
き
出
し

授
業
を
改
善

ブラジル人の教師たちに「日本語能力試験」や「日本漢字能力検定」の対策を指導。実践的で分かりやすいと評判

d

c

マナウス

ブラジル



出
前
講
座
で
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
６
年
生

が
、
自
分
た
ち
で
台
本
か
ら
作
っ
た
劇
の
一

コ
マ
だ
。

世
界
に
目
を
向
け
、
人
権
を
尊
重
し
、
優

し
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
身
に
付
け
て
ほ
し

い
―
。
三
雲
東
小
で
は
先
生
た
ち
の
そ
ん
な

思
い
か
ら
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
３
年
生
の
「
せ
か
い
と

な
か
よ
し
」
と
い
う
授
業
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修

員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

彼
ら
の
国
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
勉
強
し

た
り
、
自
分
の
関
心
が
あ
る
国
に
つ
い
て
調

べ
た
り
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
６
年
生
で
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
「
平
和
学
習
」
だ
。
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば

平
和
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
学
校
に
行

け
な
い
、
安
全
で
き
れ
い
な
水
が
手
に
入
ら

な
い
、食
べ
物
が
な
い
。
そ
ん
な
生
活
を
〝
平

和
〞
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
…
。
子
ど
も
た
ち

に
自
分
た
ち
で
考
え
る
力
を
は
ぐ
く
ん
で
も

ら
う
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経

験
者
な
ど
を
招
き
、開
発
途
上
国
の〝
リ
ア
ル
〞

を
学
ん
で
い
る
。

そ
し
て
昨
年
、
三
雲
東
小
の
６
年
生
に
話

を
し
た
の
が
上
井
さ
ん
だ
っ
た
。

「
日
本
で
は
学
校
に
行
く
の
が
当
た
り
前
。

で
も
世
界
に
は
、
家
の
お
手
伝
い
な
ど
で
学

校
に
行
け
な
い
子
も
い
る
ん
で
す
」

「
世
界
で
き
れ
い
な
水
を
使
え
な
い
人
は
約

８
億
人
。
清
潔
な
ト
イ
レ
を
使
え
な
い
人
は

な
ん
と
25
億
人
！
」

ど
の
話
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
驚

き
の
連
続
。「
３
時
間
歩
い
て
学
校
に
通
う

子
も
い
る
な
ん
て
」「
平
和
っ
て
み
ん
な
が

豊
か
に
な
る
こ
と
な
の
か
な
」。
一
人
一
人

が
多
く
の
発
見
を
し
た
授
業
だ
っ
た
。

自
分
た
ち
が
知
っ
た
こ
と
を
、
ほ
か
の
学
年

の
み
ん
な
に
も
伝
え
ら
れ
な
い
か
―
。
平
和

学
習
の
授
業
で
刺
激
を
受
け
た
６
年
生
か
ら
、

自
然
と
そ
ん
な
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
学
校
恒
例
行
事
の
人
権
集
会
※
で
取

り
組
む
劇
の
テ
ー
マ
に
、
上
井
さ
ん
の
話
を

選
ぶ
こ
と
に
し
た
の
だ
。

タ
イ
ト
ル
は
「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う

「
隣
の
席
の
友
達
も
困
っ
て
い
た
か
ら
、
半

分
に
折
っ
て
貸
し
て
あ
げ
た
ん
だ
」

滋
賀
県
湖
南
市
立
三
雲
東
小
学
校
の
体
育

館
の
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
や
り
と

り
。
設
定
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
小
学
校
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
会

話
だ
。

貧
し
さ
ゆ
え
に
、
文
房
具
も
満
足
に
買
え

な
い
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
小
学
生
。
そ
れ
で
も
、

友
達
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
た
く
ま
し

く
生
き
て
い
る
―
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
協
力
隊

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
上
井
香
奈
さ
ん
の

「
今
日
は
１
０
０
マ
ス
計
算
を
勉
強
し
ま

す
。
縦
に
10
マ
ス
、
横
に
10
マ
ス
を
書
い
て

く
だ
さ
い
ね
」

「
先
生
、
僕
、
定
規
が
な
い
か
ら
線
が
書
け

な
い
よ
…
」

「
じ
ゃ
あ
、
先
生
の
を
貸
し
て
あ
げ
る
ね
」

し
か
し
、
２
日
た
っ
て
も
ま
だ
定
規
は
返

っ
て
こ
な
い
。

「
あ
の
定
規
、
ど
う
し
た
の
？
」

I
N
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
」。
主
人
公
は
、
も
ち
ろ

ん
隊
員
時
代
の
上
井
さ
ん
。
現
地
の
小
学
校

で
の
彼
女
の
奮
闘
ぶ
り
を
再
現
す
る
こ
と
に

し
た
。「
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
暮
ら
し
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
」「
海
外
で
頑
張
っ

て
い
る
日
本
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
」。
６
年
生
の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
み
ん
な
で
思
い
を
込
め
て
シ
ナ
リ
オ
を

完
成
さ
せ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
道
具
作
り
、
演
出
、

配
役
決
め
…
。
劇
の
準
備
は
、
す
べ
て
子
ど

も
た
ち
主
体
だ
。
み
ん
な
で
「
い
い
も
の
を

作
り
た
い
！
」
と
猛
練
習
。「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
子
ど
も
た
ち
を
演
じ
る
な
ら
や
っ
ぱ
り
半

袖
を
着
た
方
が
い
い
よ
ね
」
と
、
寒
さ
に
耐

え
な
が
ら
演
じ
き
っ
た
。

そ
し
て
終
演
後
、
会
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
が
―
。
自
信
に
あ
ふ
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
。
先
生
た
ち
は
ス
テ
ー
ジ
上

の
彼
ら
を
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
。

こ
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
、〝
外
の
世
界
〞

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
三
雲
東
小
の
子
ど
も

た
ち
。「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
暮
ら
し
は
大
変
そ

う
だ
け
ど
、
み
ん
な
が
助
け
合
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
る
の
が
素
敵
」「
栄
養
士
に
な
っ
て
、

貧
し
い
国
の
特
産
品
で
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
た
い
」
と
、
は
つ
ら
つ
と
し

た
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
―
。
そ
の
答
え

を
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
見
つ
け
た
子
ど
も
た

ち
。
こ
の
春
、
卒
業
を
迎
え
た
彼
ら
は
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
か
ら
学
ぶ

新
た
な
世
界

途
上
国
を
舞
台
に
し
た

劇
で
学
び
を
発
信

劇で伝える世界の貧しさと豊かさ
世界には知らないことがたくさんある―。
出前講座で聞いた青年海外協力隊員の経験を広めたいと、
滋賀県湖南市立三雲東小学校の子どもたちが選んだ手段―。
それは“劇”だった。

ベネズエラでの協力隊員の活動を劇で紹介。全校児童が食い入るように見ていた（京都新聞提供）

シナリオも大道具も子どもたちの手作り劇の最後には途上国の現状について学ぶクイズを出題

開発途上国がどんな
課題を抱えているかを
紹介する上井さん

劇の様子は地元の新聞
にも取り上げられた
（京都新聞提供）

コスタリカやアルゼンチンなど、
中南米からのJICA研修員と
交流する3年生

※三雲東小の教育目標「人間尊重の精神をふまえ、たくましさとやさしさが調和した心豊かな子
どもの育成」にのっとり、人権にかかわる学習内容などを発表する場。

にも取り上げられた
（京都新聞提供）
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田
文
雄
外
務
大
臣
は
４
月
28
日
か
ら

５
月
５
日
に
か
け
て
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ

ル
ー
、
パ
ナ
マ
の
中
南
米
３
カ
国
と
、
ア
メ

リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
歴
訪
し
、
各
国
首

脳
ら
と
会
談
し
た
。
そ
の
中
で
、
経
済
協
力

の
強
化
や
貿
易
・
投
資
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、

各
国
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
て
い
く
考
え
を

示
す
と
と
も
に
、「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
」
交
渉
に
お
け
る
協
力

を
呼
び
か
け
た
。

　
最
初
の
訪
問
国
は
メ
キ
シ
コ
。
日
本
と
メ

キ
シ
コ
は
２
０
０
５
年
４
月
に
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
発
効
し
、
自
動
車
関
連
を
中

心
に
、
日
本
か
ら
の
貿
易
や
投
資
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
は
、
１

６
１
３
年
に
伊
達
藩
の
支
倉
常
長
率
い
る
「
慶

長
遣
欧
使
節
団
」
が
出
航
し
、
翌
年
メ
キ
シ

コ
に
到
着
し
て
か
ら
４
０
０
周
年
を
記
念
し

て
「
日
メ
キ
シ
コ
交
流
年
」
と
さ
れ
て
い
る
。

岸
田
大
臣
は
ペ
ニ
ャ
・
ニ
エ
ト
大
統
領
を
表

敬
し
た
際
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
て
、

両
国
の
関
係
強
化
を
よ
り
一
層
図
っ
て
い
き

た
い
考
え
を
示
し
た
。

　
続
い
て
４
月
30
日
に
は
、
ペ
ル
ー
を
訪
問
。

同
国
と
は
今
年
が
日
本
と
の
外
交
関
係
樹
立

１
４
０
周
年
に
あ
た
り
、
昨
年
３
月
に
は
Ｅ

Ｐ
Ａ
も
発
効
す
る
な
ど
良
好
な
関
係
に
あ
る
。

　
岸
田
大
臣
は
オ
リ
ャ
ン
タ
・
ウ
マ
ラ
大
統

領
を
表
敬
し
、
今
後
も
緊
密
な
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
日
本
企

業
の
進
出
を
促
す
た
め
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
一

層
の
改
善
を
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
同
国
と
の
二
国
間
経
済
協
力
に
も

言
及
。
資
金
協
力
だ
け
で
な
く
、今
後
は
〝
人
〞

の
派
遣
も
増
や
し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

岸

経済協力を強化し
“絆”を深める

政策

政策

　
ま
た
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ン
カ
リ
オ
ロ
外
相

と
の
会
談
で
は
、
日
本
の
中
小
企
業
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
や
次
世
代
自
動
車
な
ど
の
購
入
資

金
に
充
て
る
「
ノ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償

資
金
協
力
」
に
関
す
る
２
件
の
交
換
公
文
に

署
名
し
た
。
両
案
件
の
供
与
額
は
計
14
億
円
。

同
国
の
社
会
・
経
済
の
開
発
や
環
境
対
策
を

後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
日
本
企
業
の
進
出

に
つ
な
が
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
５
月
２
日
に
は
、
パ
ナ
マ
の
リ
カ
ル
ド
・
マ

ル
テ
ィ
ネ
リ
大
統
領
を
表
敬
し
た
。
パ
ナ
マ

を
日
本
の
外
相
が
訪
れ
る
の
は
今
回
が
初
め

て
。
岸
田
大
臣
は
、
日
本
が
世
界
第
４
位
の

パ
ナ
マ
運
河
の
利
用
国
で
あ
り
、
海
運
や
通

商
な
ど
の
面
で
関
係
性
を
強
め
て
き
た
点
を

強
調
。
同
国
か
ら
要
請
を
受
け
て
い
る
首
都

圏
の
公
共
交
通
機
関
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
円
借
款
の
実
施
に
向
け
た
調
査

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
４
月
30
日

か
ら
５
月
３
日
ま
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、

ト
ル
コ
の
中
東
３
カ
国
を
訪
れ
た
。
今
回
の

訪
問
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
中
心

と
し
た
従
来
の
関
係
を
超
え
て
、
政
治
・
安

全
保
障
、
経
済
、
文
化
な
ど
、
よ
り
幅
広
い

分
野
で
の
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
ね

ら
い
。
経
済
界
を
代
表
す
る
総
勢
１
０
０
人

を
超
え
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
同
行
し
、
日
本
企

業
の
〝
売
り
込
み
〞
も
図
っ
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、

日
本
の
総
理
大
臣
と
し
て
初
め
て
中
東
政
策

に
つ
い
て
演
説
。
テ
ロ
・
治
安
対
策
や
民
主

化
支
援
と
い
っ
た
協
力
を
通
じ
て
、
中
東
地

域
の
安
定
に
一
層
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。
中
東
・
北
東
ア
フ
リ
カ
地

域
に
対
し
、
日
本
が
新
た
に
総
額
22
億
ド
ル

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
両
国
と
は
「
安
全
保
障
対

話
」
を
、
ト
ル
コ
と
は
「
外
相
定
期
協
議
」

を
そ
れ
ぞ
れ
新
設
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
ま
た
、
中
東
地
域
と
の
関
係
を
よ
り
深
め

る
た
め
に
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
農
業
や
医

療
な
ど
の
分
野
で
の
協
力
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
分
野
で
も
貢
献
で
き
る

点
を
強
調
し
た
。

　
今
回
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
投
資
協
定
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
と
租
税
条
約
に
署
名
し
た
ほ
か
、Ｕ

Ａ
Ｅ
と
ト
ル
コ
と
は
原
子
力
協
力
に
関
す
る

協
定
な
ど
を
結
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
ト
ル
コ

と
は
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
向
け

た
作
業
を
進
め
る
こ
と
で
も
合
意
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
文
化
的
・
人
的
な
つ
な
が
り

を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

後
５
年
間
で
約
２
万
人
の
研
修
、
専
門
家
派

遣
を
行
う
と
と
も
に
、
中
東
か
ら
の
留
学
生

受
け
入
れ
数
を
増
や
す
方
針
も
併
せ
て
示
し

た
。

安

の
開
始
を
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
、
今
後
も

関
係
強
化
に
努
め
る
点
を
確
認
し
た
。

　
中
南
米
地
域
の
経
済
成
長
率
は
、
過
去
10

年
間
で
平
均
４
〜
６
％
に
達
し
、
世
界
経
済

の
中
で
ア
ジ
ア
と
並
ぶ
〝
成
長
セ
ン
タ
ー
〞

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
銅
、
リ
チ
ウ
ム
、

モ
リ
ブ
デ
ン
と
い
っ
た
鉱
物
資
源
や
、
大
豆
、

鶏
肉
な
ど
の
食
料
生
産
量
も
多
い
。
一
方
で
、

貧
困
や
格
差
な
ど
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
社

会
的
課
題
も
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
岸
田
大
臣
は
、
メ
キ
シ
コ
で
行
っ
た
対
中

南
米
政
策
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
「
共
に
豊
か

で
よ
り
良
い
世
界
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

強
調
。
環
境
問
題
や
軍
縮
・
核
不
拡
散
問
題
、

国
連
改
革
と
い
っ
た
国
際
的
課
題
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
向
け
中
南
米
各

国
と
の
〝
絆
〞
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い

と
語
っ
た
。

政策
「岸田外務大臣が中南米を歴訪」

「安倍総理大臣の中東訪問」

安全保障や農業・医療など
より幅広い関係を目指す

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

日
本
政
府
は
４
月
15
日
、「
円
借
款
の

戦
略
的
活
用
の
た
め
の
改
善
策
」
を

発
表
し
た
。

　
円
借
款
は
、
開
発
途
上
国
に
対
し
て
、
そ

の
国
の
発
展
や
開
発
に
使
う
資
金
を
長
期
・

低
金
利
で
提
供
す
る
制
度
。
今
回
の
改
善
策

で
は
、
そ
の
適
用
分
野
、
対
象
範
囲
な
ど
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
よ
り
有
利
な
金
利
条
件

を
示
し
た
。
途
上
国
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
る
日
本
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
、
よ
り
魅

力
的
な
制
度
に
す
る
こ
と
で
、
新
興
国
な
ど

の
海
外
市
場
の
成
長
を
日
本
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
相
手
国
か
ら
の
返
済
金
利
を
優
遇
す
る
重

点
分
野
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
地
球
環
境
・

公
害
対
策
」「
人
材
育
成
支
援
」「
中
小
企
業
」

「
平
和
の
構
築
支
援
」
の
４
つ
を
「
環
境
」「
人

材
育
成
」
の
２
つ
に
整
理
・
統
廃
合
す
る
と

と
も
に
、「
防
災
」「
保
健
・
医
療
」
の
２
つ

を
新
た
に
追
加
。
こ
の
４
分
野
に
対
し
て
は
、

「円借款制度の改善策」

途上国と日本企業にとって
より魅力的な制度に

年
０
・
01
〜
０
・
６
％
と
、
従
来
よ
り
も
さ

ら
に
有
利
な
金
利
を
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
う
技
術
や
資

機
材
を
日
本
企
業
の
も
の
に
限
定
す
る
「
本

邦
技
術
活
用
条
件
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）」
制
度
に

つ
い
て
、「
医
療
機
器
」「
防
災
シ
ス
テ
ム
・

防
災
機
器
」
の
２
つ
を
新
た
に
適
用
分
野
と

し
て
加
え
、
日
本
企
業
の
海
外
子
会
社
を
主

契
約
者
と
し
て
認
め
る
な
ど
の
改
善
を
図
っ

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
に
お
け
る
返
済
金

利
を
一
律
０
・
１
％
に
引
き
下
げ
、
よ
り
使

い
勝
手
が
良
く
な
る
よ
う
に
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
比
較
的
発
展
の
進
ん
だ

中
進
国
や
そ
れ
以
上
の
所
得
水
準
の
途
上

国
に
対
し
て
、
よ
り
柔
軟
に
円
借
款
を
供
与

で
き
る
よ
う
に
変
更
。
途
上
国
の
要
求
に
応

じ
て
、
迅
速
に
災
害
時
の
対
応
資
金
を
融
資

で
き
る
新
制
度
の
創
設
な
ど
も
盛
り
込
ま

れ
た
。

4月28～29日・・・・・・・・・

4月30～5月1日・・・・・・・

5月1～2日・・・・・・・・・・・・

5月2～4日・・・・・・・・・・・・

メキシコ

ペルー

パナマ

ロサンゼルス

～訪問スケジュール～

4月30～5月1日・・・・・・・
5月1～5月2日・・・・・・・・
5月2～3日・・・・・・・・・・・・

サウジアラビア
アラブ首長国連邦
トルコ

メキシコのペニャ・ニエト大統領と

ペルーのオリャンタ・ウマラ大統領と

パナマのリカルド・マルティネリ大統領と

● 「環境」「人材育成」「防災」「保健・医療」の譲許性を引き上げ
● 日本の知見や技術の積極的活用
● 中進国、中進国を超える所得水準の開発途上国支援への一層の活用
● 災害復旧スタンドバイ借款の創設
● ノン・プロジェクト型借款の一層の活用

～訪問スケジュール～

主な改善のポイント

首都 ： リヤド
面積 ： 約215万km²（日本の約5.7倍）
人口 ： 約2,800万人（2011年）

サウジアラビア

首都 ： アブダビ
面積 ： 約8.3万km²（北海道とほぼ同じ）
人口 ： 約790万人（2011年）

アラブ首長国連邦（UAE）

アラブ首長国連邦

首都 ： アンカラ
面積 ： 約78万km²（日本の約2倍）
人口 ： 約7,600万人（2012年）

トルコ

トルコ

サウジアラビア

日本の円借款で整備されたタイのスワンナプーム国際空港と
タイとラオスをつなぐ第2メコン国際橋 （撮影：奥野安彦）
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寺院の回廊で手を合わせる女の子（ラカイン州、2010年）

変
化
の
中
に

生
き
る
人
々

Myanmar
［ミャンマー］

写真・文＝宇田有三（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.57



地球ギャラリー vol.57

　
２
０
１
１
年
８
月
、
北
部
の
都
市
マ
ン

ダ
レ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
隣

り
合
っ
た
若
い
男
性
か
ら
話
し
か
け
ら
れ

た
。

　「
ど
ち
ら
の
国
の
方
で
す
か
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
は
い
つ
来
た
の
で
す
か
」

　「
日
本
か
ら
だ
よ
。
実
は
ね
、
19
年
前

か
ら
毎
年
、
通
っ
て
い
る
ん
だ
」

　「
僕
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
な
ん
だ
…
」

　
彼
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
っ
ち
の
け

で
、
身
を
乗
り
出
し
て
き
た
。

　「
今
回
は
バ
モ
ー
か
ら
船
で
川
を
下
っ

て
来
た
ん
だ
。（
ア
ウ
ン
サ
ン
）
ス
ー
チ

ー
さ
ん
の
写
真
が
あ
ち
こ
ち
に
出
回
っ
て

い
る
け
ど
何
が
起
こ
っ
た
の
？
」

　「
最
近
、
大
統
領
と
会
っ
た
ん
だ
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
国
の
昔
っ
て
、
ど
ん
な
感

じ
だ
っ
た
の
？
」

　
私
は
彼
に
、
北
部
カ
チ
ン
州
で
初
め
て

雪
山
を
見
た
こ
と
、
最
南
端
の
漁
村
に
は

マ
レ
ー
系
の
パ
シ
ュ
ー
と
呼
ば
れ
る
ム
ス

リ
ム
が
住
ん
で
い
る
こ
と
、
青
や
緑
の
目

を
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
の
子
孫
の
民
族
が

い
る
こ
と
な
ど
、
北
か
ら
南
ま
で
、
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
見
て
き
た
こ
と
を
話

し
た
。私
は
彼
の
熱
い
ま
な
ざ
し
を
受
け
、

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
、
な
ん
と
か

現
地
の
人
々
と
共
有
で
き
な
い
か
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

最南端の漁村に暮らすマレー系のムスリム（タニンダイー地域、2007年）

カレン民族の伝統舞踊として知られるドーン・ダンス（カレン州、2009年）

エーヤワディー川に水くみに出かける幼
い尼僧たち。国民の8割が上座部仏教を
信仰する（ザガイン地域、2003年）

中国国境が近い最北端にはチベット人が暮
らす村がある（カチン州、2007年）

バインジーと呼ばれるポルトガル系の子孫が今も存在する
（ザガイン地域、2007年）

観光客の姿をほとんど見かけることのないダウェイの海岸（タニンダイー地域、2003年）



地球ギャラリー vol.57

　
私
の
手
元
に
は
、
も
は
や
も
う
二
度

と
撮
影
で
き
な
い
、
軍
事
政
権
時
代
の

写
真
が
10
万
枚
近
く
あ
る
。
軍
が
統
治

す
る
時
代
で
あ
っ
て
も
、
た
く
ま
し
く
、

優
し
く
、
し
た
た
か
に
生
き
た
人
々
の

日
常
を
写
し
た
も
の
だ
。
民
政
移
管
し

た
今
、
あ
の
時
代
の
風
景
を
撮
る
こ
と

は
も
う
で
き
な
い
。　

　
こ
の
数
年
、
街
中
で
ア
ウ
ン
サ
ン
ス

ー
チ
ー
氏
の
写
真
は
あ
り
ふ
れ
た
光
景

に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
依
然
、
反
政
府

ゲ
リ
ラ
や
難
民
、
ム
ス
リ
ム
な
ど
の
姿
は

ま
だ
ま
だ
慎
重
を
要
す
る
題
材
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
幸
運
な
こ
と
に
、
２
０
１
２
年

８
月
末
、
事
前
検
閲
の
制
度
が
な
く
な
っ

た
。
そ
の
勢
い
も
あ
っ
た
の
か
、
現
地
の

大
手
出
版
社
の
幹
部
か
ら
「
よ
し
、
君
の

写
真
集
を
出
版
し
よ
う
」
と
ゴ
ー
サ
イ
ン

が
出
た
の
だ
。
２
０
１
３
年
２
月
、
ヤ
ン

ゴ
ン
の
書
店
に
写
真
集
が
並
び
、
こ
の
国

を
よ
く
知
る
人
か
ら
は
、「
本
当
か
、
よ
く

近年、急速に開発が進むヤンゴン（2012年）

ムスリムは人口の5％ほど。シーア派のムスリムはさらに少ない（ヤンゴン、2010年）

今や、このような裏通りでの遊びも消えつつある（ヤンゴン、2002年）

テインセイン大統領とアウンサンスーチー氏が会談したニュースを報じる週刊誌。だが、若者はもっぱらスポーツ紙の方に興味があるようだ（ザガイン地域、2011年）

シュエモードー・パゴダを背景に朝日が昇る（バゴー地域、2005年）

昔ながらの鍛冶屋も現役で働く（ラカイン州、2010年）

今でも人口の７割が農業に従事する（シャン州、2005年）

出
版
で
き
た
な
あ
」
と
驚
か
れ
た
。

　
私
自
身
、こ
の
間
の
動
き
は
〝
大
変
化
〞

だ
が
、
必
ず
し
も
〝
民
主
化
〞
だ
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
国
内
最
大
の
都

市
ヤ
ン
ゴ
ン
の
変
化
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。
だ
が
、今
で
も
地
方
を
回
る
と
、

そ
の
変
化
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
人
々
の
生
活
や
意
識
は
そ
う
簡
単
に

変
わ
ら
な
い
│
。
こ
の
国
を
歩
き
続
け
、

肌
で
感
じ
た
経
験
が
そ
う
告
げ
る
の
で
あ

る
。



完成！

完成！

腰の部分を押さえて片方に引っ張る

左右に広げ片方ずつ中心に寄せる

左右に交差させてねじる

ねじった片方を内側に入れ込み、残
りの片方を上にかぶせる

民族によって色や柄もさまざま

折り返して反対側に持っていく

脇にねじって入れ込む

ロンジー

巻き方【女性】

【R E C I P E】

【SHOP INFORMATION】

巻き方【男性】

みんなに人気の
おしゃれアイテムと言えば

　ロンジーとはミャンマーの伝統衣装。普段
着としてはもちろん、学校の制服に、農作業
用に、さらには、お祝いごとの晴れ着としても
大活躍だ。
　筒状の大きな布をスカートのように巻き付
けて、女性はサイドで、男性は中央でとめては
く。下からの風通しが良く、気温が高いミャン
マーでも快適に過ごせる。色柄や生地の種
類も豊富で、おしゃれも楽しめる。最近は、都
市部ではジーンズやスカートをはく若者も増え
ているが、やっぱり昔から親しまれているロン
ジーが一番快適!

　ミャンマーの食卓は、日本に似た定
食スタイル。一汁三菜、とまではいかな
いが、メインのおかずを囲むように、ご
飯、スープなどが並べられる。豚肉や鶏
肉の煮込み、川魚の揚げ物、豆のスー
プがおかずの定番。インドや中国など
隣国からの影響もあり、カレーやチャー
ハンなども人気だ。
　また、お茶っ葉を煎じて飲むだけでな
く、“食べる”のも特徴。発酵させた茶葉
は適度に塩味が効いておかずにもつま
みにもなり、ゲストへのおもてなしに欠
かせない。代表的な料理が「ラペッ
トゥ」というサラダ。材料は豆、キャベツ、
トマト、ニンニク、そしてお茶っ葉。現地
の人たちは「お茶食べようよ」と誘い合
い、野菜の種類や辛さをアレンジしたラ

ミャンマーの文化を
知ろう！

取材協力：NPO法人日本ミャンマー・カルチャーセンター

ラペットゥ

定番料理と言えば
お茶っ葉入りサラダ

ペットゥを囲んで話を弾ませる。
　リトル・ヤンゴン。そう称されるほど多く
のミャンマー料理店、雑貨店などが立
ち並ぶ東京・高田馬場。中でも古くから
店を構える「ミンガラバー」では、来日
25年になるユーユーさんが、現地から
取り寄せたお茶っ葉を使ったラペットゥ
をはじめ、バラエティー豊かなミャンマー
料理を提供してくれる。

2時間ほど水につけた大豆とピーナ
ツ、レンズ豆、きざんだニンニクを
高温の油でからっと揚げる。
❶を冷ましたら、油につけた発酵し
た茶葉、千切りにしたキャベツ、くし
型切りにしたトマト、ゴマ、ナンプ
ラー、レモン汁、塩を混ぜ合わせる。

●材料（2人前）
大豆15g／ピーナツ15g／レンズ豆15g
／ニンニク2片／発酵した茶葉60g※／
キャベツ8分の1個／トマト4分の1個／
ゴマ15g／ナンプラー・レモン汁・塩各
少々

ミンガラバー
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場
2-14-8 NTビル3F
TEL：03-3200-6961
営業時間：11時半～14時半、
17時～23時半（LO：23時）
月曜定休（祝日は営業）

※発酵した茶葉はミャンマー食品店で
　購入できる。

❶

❷
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新 着 情 報

B  OOK

『女の子の幸福論 
もっと輝く、明日からの生き方』
国連開発計画（UNDP）ニューヨーク本部で、結婚、育児をし
ながら、開発途上国の女性の支援に取り組んできた著者。世
界各国から集まった女性の同僚
との出会いを通して、自身の生き
方について考え直す。彼女たちが
輝いていたのは、自分の“幸せの
尺度”をしっかりと持っていたから。
悩みながらも自らの頭で考え、前
向きに歩んでいくことが何よりも
大切―。これからの時代を、女性
として幸せに生きる方法を教えて
くれる一冊。

B  OOK

『アイデアは地球を救う。　
希望をつくる仕事 ソーシャルデザイン』
人権、環境、教育、福祉など、世界が抱えるさまざまな課題。
それを解決に導くのは、“ちょっとした”アイデア。特別な才能
や技術はいらないのだ。本書で
は、日々の気付きやアイデアを、
より良い社会づくりに結び付ける
“ソーシャルデザイン”を提案。JIC
Aが参加する「なんとかしなきゃ！
プロジェクト」もその一つだ。企
業、自治体、NGO、メディア、国
際機関などによる30以上のプロ
ジェクトから、地球を救うためのヒ
ントを見つけてみよう。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2013年／日本・モンゴル／120分
監督：武正晴
出演：石田卓也、ベヘーオチル・ジャルガルサイハンほか
公開：6月15日（土）よりK’s cinema（東京）ほか全国順次公開
URL：mongolyakyu.com/
配給・問：アールグレイフィルム　TEL：03-3353-5331

ソーシャルデザイン会議実行委員会 編著
電通ソーシャル・デザイン・エンジン 監修
宣伝会議
1,575円（税込）

『モンゴル野球青春記 ～バクシャー～』
「モンゴルで野球を教えないか」。ある日、そんな誘いを受けた元高
校球児の淳。彼に話を持ちかけたのは、野球を通じてモンゴルと交
流を続けていた徳島県阿南市。しかしいざ現地に行ってみると、野
球そのものがほとんど知られていない。やっとのことで見つけたチー
ムですら、監督は元ボクサー。野球場もなく、選手たちは草原や体
育館で練習をしていた。そんな状況の中で、淳は野球の楽しさを
知ってもらおうと奔走するのだが―。モンゴルに渡った日本人青年
の実話を基にした作品。

『世界報道写真展2013』
約100都市で開かれ、約200万人が来場する世界最大規模の写
真展。56回目を迎える今回は、2012年に撮影された約160点の作
品を展示する。大賞に輝いたのは、イスラエルのミサイル攻撃で命を
落としたパレスチナの子どもを運ぶ男たちを写した作品。そのほかに
も、岩手県陸前高田市に残る東日本大震災のつめ跡、内戦が続く
シリアの惨状など、世界の“今”を伝える写真がずらりと並べられてい
る。私たちは今、何に目を向けるべきかを考えてみよう。

E  VENT

M  OVIE

大崎麻子 著
講談社
1,365円（税込）

会期：6月8日（土）～8月4日（日） 10～18時（木金は20時まで） 月曜休館
会場：東京都写真美術館 TEL：03-3280-0099
URL：www.asahi.com/event/wpph/
※8月以降は、大阪、京都、滋賀、大分を巡回予定。

37                         June 2013



JUNE 2013 No.57
編集・発行／独立行政法人 国際協力機構　Japan International Cooperation Agency : JICA

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/
バックナンバーはJICAホームページ（http://www.jica.go.jp/publication/j-world）でご覧いただけます。　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Eメール : jica@idj.co.jp
F A X :03-3221-5584（『JICA’s World』編集部宛）

◎応募締切：2013年7月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

次号予告（2013年7月1日発行予定）

エネルギー
日に日に暑さが増す7月。クーラーをつけたいけれど、節電が気になる季節
だ。開発途上国のエネルギー事情もさまざま。電気を使いたくても使えな
い・・・そんな人々に救いの手を差し伸べる日本の技術力を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① インドのオーガニックコットンの商品
② 書籍『アイデアは地球を救う。
　 希望をつくる仕事 ソーシャルデザイン』（p37参照）
③ 書籍『女の子の幸福論 
　  もっと輝く、明日からの生き方』（p37参照）
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1
2

﹇
2
月
号 
特
集 

海
上
保
安
「
世
界
の
海
を
守
る
」
を
読
ん
で
﹈

■「
特
集 
海
上
保
安
」に
驚
き
よ
り
も
頭
が
下
が
り
ま
す
。
我
々

が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
縁
の
下
の
力
持
ち
。
日
本
も

ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
香
川
県
／
男
性
／
54
歳
）

■
地
球
の
大
部
分
を
占
め
る
海
を
守
る
海
上
保
安
の
仕
事
。
最

近
で
は
映
画
『
海
猿
』
で
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
海
賊
対
策
な
ど
、
海
上
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
通
じ

て
、
こ
れ
か
ら
も
海
の
道
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
県
／
女
性
／
40
歳
）

﹇
３
月
号 

特
集 

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
世
界
に
羽
ば
た
け
！

草
の
根
の
外
交
官
」
を
読
ん
で
﹈

■
青
年
海
外
協
力
隊
の
方
々
の
ア
フ
リ
カ
で
の
献
身
的
な
活
動

が
、
将
来
日
本
に
有
効
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え

ま
す
。
特
に
日
本
人
の
細
や
か
な
感
情
、
親
切
さ
は
、
彼
ら
に

大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
も
っ
た
い
な
い

精
神
も
大
切
で
す
。　
　
　
　
　

  

（
神
奈
川
県
／
男
性
／
79
歳
）

■「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

東
洋
医
学
の
力
で
未
来
を
切
り

開
く
」
は
、
我
が
身
に
照
ら
し
て
定
年
後
を
考
え
る
参
考
に
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
新
潟
県
／
男
性
／
60
歳
）

■「
特
集 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

協
力
隊
員
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ど
の
よ
う
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
奈
良
県
／
女
性
／
22
歳
）
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　普段使っているモノが、ちょっと世界
のためになる―。そんな生活を送ってみ
たい人におすすめなのがカタログ通販の
「フェリシモ」。ページをめくると、オーガ
ニックコットンで作られたおしゃれアイテ
ムがずらりと並んでいる。
　通信販売と国際協力。この意外な組
み合わせをビジネスにしたのが、株式会
社フェリシモの葛西龍也さん。その名も
「PEACE BY PEACE COTTON 
PROJECT」。キーワードは言わずもが
な“コットン”。舞台は綿花の一大生産地
のインドだ。
　「普段着ている洋服が、開発途上国
での児童労働や環境破壊から生まれて
いるとしたら…。買い物をする時にちょ

っと考えてほしいと思ったんです」と葛
西さん。自ら何度もインドに足を運び、
現地のNGO、日本の繊維商社と協力し
て、農薬を使わないインドのオーガニッ
クコットンの商品化に乗り出した。
　「毎年訪れるたびに、農村の女性や子
どもたちがどんどん輝いていくのが分か
ります。彼らの笑顔を見ていると、こちら
も力がわいてくるんです」。日本国内で
はいろいろなブランドとコラボレーショ
ン。売り上げの一部は、インドの人々の
“平和な生活”を願い、有機農業や子ど
もの教育などの支援に使われている。
　生産にかかわる人たちの優しさがつま
ったモノを身に着けると、どこか温かい
気持ちになるから不思議だ。

Vol.56  インド

オーガニックコットンはインドの人々の手で丁寧に育て
られ、収穫されていく

オーガニックコットンで心を豊かに

★化粧品バッグを4人、バスタオル、インド国旗色のTシャ
ツ（Mサイズ）を各3人にプレゼント！→詳細は38ページへ

「PEACE BY PEACE COTTON PROJECT」の商品の
お買い物はこちらから→www.felissimo.co.jp/pbp/
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 1883-2768 環境に配慮した植物性大豆

油インキを使用しています。
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際
協
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機
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　見えないベールに包まれた国―。昨年
ミャンマーに行くまで、私はそんなイメー
ジをずっと抱いていました。でも現地に
一歩足を踏み入れた瞬間、それはサーッ
と取り払われて、国も人も、私にキラキラ
とした姿を見せてくれました。
　現役を引退してから、世界各地で応援
してくれた皆さんに恩返しがしたいと、
ケニアの子どもたちに運動靴を届ける
活動を続けてきました。アフリカには良
きライバルのランナーがたくさんいまし
たし、彼らの祖国のために何かしたい
と。そして何よりも、マラソン選手だった
私にとって、“靴”には特別な思いがあり
ました。
　この活動が縁でJICAの方 と々のつな
がりが生まれ、幸運なことに、オフィシャ
ルサポーターのお話をいただきました。
日本の市民の皆さんの代表として、開発
途上国に足を運び、その国の日常、そし
て日本の国際協力の現場で繰り広げら
れている人間のドラマをしっかり見て、自
分の言葉で伝えていこうと心に決めまし
た。

　そして、最初に訪れた国がミャンマー
です。この数年で民主化が進み、日本に
も少しずつ情報が入ってきてはいました
が、実際どんな国なのか、どんな人たち
が住んでいるのか…まったく想像ができ
ず、行く前は正直少し不安がありまし
た。でも固定観念を持たず、これからミャ
ンマーが、この国の人々が、どのように進
んでいこうとしているのかをしっかりと目
に焼き付けてこようと思いました。
　現地に着いてみると、“謎めいた国”
だったミャンマーが、一気に身近になり
ました。都市にも地方にも美しい風景が
広がっていて、人々は目が合うと素敵な
笑顔を向けてくれたからです。
　JICAが支援するろう学校では、子ど
もたちのたくましさに逆に励まされまし
た。障害があるがゆえに家庭で居場所
がない子もいると聞いていたので、みん
などんな表情をしているのかなと思って
いたのですが…。ちょうどJICA専門家の
方が手話を教えているところで、みんな
とても楽しそうに「今日はこの手話がで
きるようになったよ！」とうれしそうに見

せてくれたんです。その時の笑顔は、今
でも頭に焼き付いています。
　そしてもう一つ、印象に残っているの
が陸上のナショナルチームです。ミャン
マーではオリンピックを知らない人がほ
とんど。それでも、それ以外の大会に向
けて、どの選手も国の代表であることに
誇りを持って練習に取り組んでいまし
た。その真面目で誠実な姿は日本人の選
手にどこか似ていて、これからがとても
楽しみだなと思いました。
　今回の訪問を通じて、ミャンマーに未
知なる可能性を感じる一方、この急速な
変化に現地の人たちがついていけるのか
少し心配です。彼らがずっと大切にして
きた心の豊かさが失われることなく、この
国が発展していくことを願っています。

私の 優しさにあふれた国

TAKAHASHI Naoko

スポーツキャスター  高橋 尚子

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1972年岐阜県出身。シドニー五輪女子マラソン金メ
ダリスト。2008年10月に現役引退後、スポーツキャス
ターやマラソン解説者などとして活躍。09年、月刊『ソ
トコト』と協働で、ケニアの子どもたちに靴を贈る「スマ
イルアフリカプロジェクト」を設立。2011年にJICA
オフィシャルサポーターに就任。「なんとかしなきゃ！プ
ロジェクト」著名人メンバー。

検索


